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巻頭図版第 1 青龍三年銘鏡

弥栄町教育委員会 ・峰山町教育委員会提供

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター撮影



図版解説

大田南 5号墳は、峰山町字矢田と弥栄町字和田野の境、竹野川を見下ろす標高82.2m、比高差60m

の丘陵上に位置する 4世紀後半の古墳である。土砂採取計画により、昨年11月から峰山町教育委員会

と弥栄町教育委員会の合同調査が行われ、丁寧に加工された凝灰岩製の組み合わせ式石棺から日本最

古の紀年銘鏡が出土した。青龍三年の貌の年号とともに作者と考えられる「顔氏j も初見のものであ

り、邪馬台国論争や「丹後王国論」に関係する資料として脚光をあびた。

副葬品は、棺内から銅鏡 l面、 鉄万 l口、歯十数本、墓核上から破砕された高杯、器台、査などの

土師器片が出土した。銅鏡は棺内の北西隅に鏡面を上に向け置かれ、布片が付着しており、鏡の下の

底石には黒色腐食土が残存していたため、布に包まれ、木箱に入れ被葬者の頭部右側に置かれていた

と考えられる。棺内の南西部分には何重もの布に包まれ刃を外側に向けた鉄万 l仁lが置かれていた。

銅鏡は、直径17.4cm、重さ570gの紀年銘のあるものとしては初出土の方格規矩四神鏡である。銃

は、直径 3c皿、 高さ9.5cmの偏平なもので、 8mmX 3. 5mmの長方形の釦孔を持ち鋳張りが残る。また、

鉦孔は方格文に対し、左上がりの対角線の方向に穿たれている。

一般的な渓代の方格規矩四神鏡との違いは、内区の四神の位置が左右逆であることと、 L字形の方

向も逆になっている点である。四神のぺアとなる文様は、玄武と動物に乗る仙人、 青龍と動物、朱雀

と左手を拡げる仙人、白虎と鳥である。2人の仙人は、ポーズの違いはあるが頭の形が同一である。

方格の線は、完全な直線にならず全て外側へ膨らむ。また、 V字形の一部も鋭角となるなど、割り付

けに乱れがある。方格文と T.L.V字の凹部分には、線状に削られた跡が明瞭に残る。

銘帯には右回りに、 『青龍三年顔氏作覚成文章左龍右虎降不詳朱爵玄武順陰|湯八子九孫治中央誇如

金石宜余王jの39字の文字を持つ。文字問は1.5 ~ 5醐ま であり、 一般に最初と最後の部分が狭くな

っている。

外区は、鋸歯文+珠点を持つ複波文+鋸歯文であり、外周突線を持たない。また、斜めの端部の半

分はシャープさを欠く 。

銅鏡は、全体に緑色錆で覆われているが鏡背及び鏡面の一部に黒灰色の地金色が見られる。また、

鏡面には隆起状の錆も出ている。X線写真によると、銅鏡を破砕する悪性の錆の巣は極僅かであり、

全体に安定した状態にあるといえる。ただ鏡面をよく観察すると細いクラック(ひび割れ)が数本見ら

れる。X線によると、これらクラ ァクは最大幅 1mm、長さ 1~ 8 cmのもの十数本が全体に入ってい

る。

(安田 章 =峰山町教育委員会主査、横島勝則=弥栄町教育委員会主事)



巻頭図版第 2 竹製経筒の復元について
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巻頭図版 3 竹製経簡の復元について

経筒外容器内 経筒蓋 ・経筒外面塗布漆被膜出土状況

(上:経塚ノ経筒外容器 2、下 :同 4) 



平成6年度発掘調査事業予定

平 成 6年 度 発掘調査事 業予定

水谷書克

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、園、公社、公団及び府の開発事業等に

伴い、どうしても避けられない遺跡について事前に調査を実施している。年間受託事業は、

京都府教育委員会が開発事業者と文化財保護法による事前協議を行ったうえ、当調査研究

センターと調整を図って決定される。事務局の体制は、後掲する組織及び職員一覧のとお

り、事務局長以下3課7係の体制をとり業務の円滑化を図っている。

平成6年度に予定している受託事業件数は29件、遺跡調査箇所数は45遺跡を数える。原

因別にみると、道路新設・改良に伴つ調査が15件、庁舎・学校・住宅建設等に伴うものが

8件、施設整備・河川改修 ・農地ほ場整備関係に伴うものがそれぞれ2件、団地造成に伴

うものが l件である。

今年度特にその成果が期待されるものを挙げると以下のとおりである。

黒部製鉄関連遺跡 ・左坂古墳群・裾谷横穴群ほかは、丹後国営農地開発事業に伴う調査

である。黒部製鉄関連遺跡、は、竹野川下流域において古代丹後の一大製鉄遺跡として話題

を呼んだ遠所遺跡やその隣接する谷部のニゴレ遺跡と同様、竹野川右岸に位置する製鉄遺

跡である。今年度は昨年度検出した製鉄炉 ・炭窯の発掘及び谷部の試掘調査を実施し、遺

跡の範囲及び遠所遺跡群との関わり等その性格について明らかにする。

大宮町周棋集落背後の丘陵及び谷部には、総数110基以上から成る左坂古墳群、弥生時

代中期から後期にかけて築かれた左坂墳墓群、古墳時代から奈良時代にかけての里ヶ谷・

左坂横穴群が点在している。これらの遺跡群は、平成 2年度から京都府教育委員会・大宮

町教育委員会 ・当調査研究センターが調査を実施し、丘陵一帯が弥生時代から奈良時代に

かけての墓域であることが判明している。今年度は古墳14基の調査を実施し、他地域との

文化交流について調べる。

竹野遺跡は、国道178号道路改良事業に伴う調査である。竹野川河口右岸の砂丘上に営

まれた弥生時代から古墳時代を中心とした集落遺跡で、弥生時代前期の箆描流水文土器や

陶墳の出土等により周知の遺跡である。今回は、道路拡幅に伴う帯状の調査を実施し遺跡

の広がりを明らかにする。
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平成6年度 発掘調査事業予定遺跡一覧表

番号 遺跡名 種別 所在地 調査原因

l 黒部製鉄関連遺跡 製鉄炉 弥栄町

2 糖谷城跡 城跡 弥栄町

3 奈具古墳群 古墳 弥栄町

4 奈具岡遺跡 集落跡 弥栄町 農地開発

5 左坂古墳群 古墳 大宮町

6 裾谷横穴群 横穴 大宮町

7 北谷古墳群 古墳 久美浜町

8 上野古墳群ほか 古墳 丹後町 道路建設

9 竹野遺跡 集落跡 丹後町 道路建設

10 ニゴレ遺跡ほか 製鉄炉・窯跡 弥栄町 施設整備

11 奈具岡遺跡(府道) 集落跡 弥栄町 道路建設

12 金谷古墳群 古墳 峰山町 道路建設

13 定山遺跡 集落跡 岩滝町 住宅建設

14 青路古墳群 古墳 舞鶴市
道路建設

15 銭塚古墓 古墓 舞鶴市

16 山尾古墳 古墳 綾部市

17 大俣城跡 城跡 舞鶴市

18 西飼神社遺跡 散布地 舞鶴市 道路建設

19 洞中古墳 古墳 舞鶴市

20 龍尾寺跡 散布地 舞鶴市

21 今林古墳群 古墳 園部町 道路建設

22 塔遺跡 集落跡 尽北町 ほ場整備

23 篠窯跡群 窯跡 亀岡市 道路建設

24 亀山城跡、 城跡 亀岡市 校舎建設

25 長岡尽跡ほか 都城跡 向日市 住宅建設

26 木津川河床遺跡 集落跡 八幡市 道路建設

27 上津屋遺跡 散布地 八幡市
道路建設

28 内里八丁遺跡 集落跡 八幡市

29 若林遺跡 集落跡 宇治市 住宅建設

30 井尻遺跡 散布地 宇治市 住宅建設

31 字治市街遺跡 集落跡 字治市 道路建設

32 北稲遺跡ほか 散布地 精華町 道路建設

33 椋ノ木遺跡 散布地 精華町 施設建設

34 弓回遺跡 散布地 木津町 道路建設

35 梅谷瓦窯跡 窯跡 木津町

36 市坂3号墳 古墳 木津町

37 市坂瓦窯跡 窯跡 木津町 団地造成

38 釜ヶ谷遺跡 散布地 木津町

39 赤ヶ平遺跡 散布地 木津町

40 燈能寺遺跡 集落跡 木津町 河川改修

41 法華寺野遺跡、 寺院跡 加茂町 道路建設

42 恭仁尽跡 都城跡 加茂町 河川改修

43 長岡尽跡 (PA工区) 都城跡 尽都市
道路建設

44 長岡尽跡(下植野工区) 都城跡 大山崎町

45 長岡京跡ほか 都城跡 長岡京市他 道路建設

整 平安尽跡西別館 都城跡 尽都市
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平成6年度発掘調査事業予定

上野古墳群は、 10数基から成る古墳群で、平成 5年度丹後広域農道建設に伴い 2基の石

室墳の調査を実施している。その l基は全国的にも類例の少ない方形の石垣状列石を有す

る古墳であることが明らかとなり、古墳時代後期の墓制を考えるうえで貴重な資料となっ

た。今年度は、丘陵腹部の古墳状隆起 5基について調査を行う 。

定山遺跡は、過去4次にわたり調査が行われ、縄文時代から平安時代にかけての集落跡

であることが判明している。特に古墳時代後期には、墓域及び集落域が明確に分かれるこ

とが判明している。今年度は、集落域東南隅の調査を行い、その範囲を明確にする。

大俣城跡は、京都縦貫自動車道(綾部・宮津道路)建設に伴う調査である。小規模な円郭

式山城で城主等は明らかでない。今回の調査は山城のほぼ7割近くを調査するもので、中

丹地域の山城解明に期待される。

内里八町遺跡・上津屋遺跡は、第二京阪道路(国道 l号バイパス京都南道路)建設に伴う

調査で、弥生時代の稲株痕の残る水田面を検出し注目された内里八丁遺跡の広がりを解明

するほか、隣接する上津屋遺跡の広がりや性格を明らかにするため試掘調査を実施する。

椋ノ木遺跡は、土師器等が出土する遺物散布地である。下水道施設建設に先立ち95.000

dを対象として試掘調査を実施し、遺跡の広がりや性格等を明らかにする。

梅谷瓦窯跡・市坂瓦窯跡、ほかは、関西文化学術研究都市建設に伴う継続調査である。昨

年度、輿福寺創建時の瓦が出土し話題を呼んだ梅谷瓦窯跡では、試掘調査により平窯 2

基・登り窯6基の窯跡を確認した。今年度は調査継続中の平窯 ・登り窯各 l基及びどうし

ても避けられない登り窯 l基について詳細に調査を実施する。市坂瓦窯跡は、表採資料よ

り平城宮大膳職に瓦を供給した瓦窯跡として周知の遺跡であり 、隣接する上人ヶ平遺跡

(工房跡)と関連し官営生産遺跡として重要な遺跡である。昨年度、試掘調査により平窯 8

基の窯跡を確認したところであるが、今年度は 2基の調査を実施し、窯体構造の解明等そ

の成果が期待される。他に、釜ヶ谷遺跡 ・赤ヶ平遺跡等の試掘調査を実施する予定である。

弓田遺跡は、市坂瓦窯跡・上人ヶ平遺跡(工房跡)等の遺跡が位置する丘陵裾部の台地上

にあり、奈良時代の遺物が採集される散布地である。今年度は、約30.000m2を対象として

試掘調査を実施し、遺跡の範囲 ・性格等について明らかにする。

長岡京跡関係では、 4件の調査を予定している。名神高速道路拡幅事業に伴う調査では、

桂川パーキングエリア建設に伴い、長岡京南一条大路と東三坊大路の交差点付近を中心と

して、長岡京左京の六坊域(約55.000m')を対象として調査を実施する。条坊・宅地割り等

広範囲における調査成果が期待される。また府道拡幅工事に伴い昨年度に継続して長岡京

右京六条三坊の調査を行う予定である。
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普及啓発事業では、昨年度からより親しみやすく解りやすい研修会にと名称変更した

「埋蔵文化財セミナー」を、平成 6年 6月下旬と平成 7年 2月下旬の 2回開催する予定で

あり、「文化財講座」として、教育局と共催で文化財遺跡巡り等も予定している。また、

平成 5年度に京都府管内において実施された発掘調査の成果を一同に展示する「第12回小

さな展覧会」を、平成 6年8月13日(土)から 8月28日(日)まで向日市文化資料館で開催す

る予定である。今年度は、平安建都1200年記念に鑑み、昨年度邪馬台国・卑弥呼問題に一

石を投じた大田南 5号墳出土の「青龍三年銘鏡jを題材に、「卑弥呼の時代と鏡J(仮称)

のコーナー展示を併設する予定である。

(みずたに・としかっ=当センター調査第 l課企画係長)

大俣城跡調査前の全景
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平成5年度京都府内埋蔵文化財の調査

平 成 5年度 京 都府 内埋蔵文化財の調 査

平良泰久

平成 5年度に京都府内で行われた発掘調査は228件、ここ数年と同じく、いわゆる大発

見のない静かな年であったが、年度も終わりの 3月になって「青龍三年銘鏡発見Jのニユ

ースが全国をかけめぐり、最後を締めくくった。

旧石器・縄文時代 この時期の発掘は、相変わらず低調だが、縄文時代については二、

三の成果がある。網野町十王堂遺跡では晩期の土器が、京都市東土川遺跡・木津町燈龍寺

遺跡では後期の精製土器と粗製土器の良好な資料がみつかった。加悦町鳴岡遺跡の早期の

落とし穴は、近年府内各地でみっかりはじめたものの中で最古の例である。

弥生時代 加悦町白米山北古墳は、台状墓の裾に特殊な磯敷があった。中に破砕した庄

内期の土器片が散らばっており、墓に伴う祭壇とみられる。

綾部市新庄遺跡では竪穴住居と円形周溝墓がみつかり、円形住居→円形周溝墓→方形住

居の変遷が確かめられた。円形周溝墓群は京都府初見である。

八木町沢の谷遺跡では中期の円形住居が一棟だけみつかった。京都市東土川遺跡では最

古型式の磨製石剣の断片が、向日市森本遺跡では竪穴住居が、長岡京市雲宮遺跡では前期

の査棺や土器・石剣がみつかった。

田辺町輿戸 l号墳では、墳丘の下層から後期の竪穴住居がみつかった。同古墳群で、か

つて後期の台状墓(5号墳)が発掘されており、同丘陵上に弥生後期の村と墓がセットで存

在することが判明した。

古績時代 網野町大将軍遺跡では土坑の中から磯とともに蓋を主体とする多数の埴輪が

みつかった。祭りの跡かとみられているが、近くにある丹後最大の網野銚子山古墳の埴輪

と同タイプである。この古墳の墳形が奈良県佐紀陵山(日葉酢媛陵)古墳と同タイプである

ことはすでに指摘されていたが、今回の蓋形埴輪も陵山古墳例とよく似ており、網野銚子

山古墳の被葬者と大和北部との結び付きの深さのほどを示している。

丹後町上野古墳群は後期の横穴式石室墳2基である。2号墳の墳正をめぐる方形の石垣

状列石は京都府では初めての例であり、大阪府墓尾 3号墳など全国的にも希少なものであ

る。
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平成 5年度センタ一関係発掘調査一覧表

番号 遺跡名 種別 所在地 担当者 調査期筒 概要

l 黒部製鉄遺跡 製鉄炉 弥栄町 増田孝彦 11/24-2/9 炭窯2基、製鉄炉

河野一隆

2 溝谷城跡溝谷古墳群 城跡他 弥栄町 田代弘 4/16-7/23 円墳、木棺直葬

3 遠所古墳群 古墳 網野町 回ft ~t. 8/20-12/10 円墳2基、木棺直葬、査棺1;基

4 左坂横穴B支群 横穴 大宮町 石崎善久 5/11-9/14 横穴 7基、小横穴2基

筒井崇史

5 左坂古墳群B支群 古墳 大宮町 石崎普久 5/27-2/15 古墳12基、経塚、小石室

左坂横穴群G支群

6 薬師古墳 古墳 久美浜町 岡崎研一 5/11-6/4 円墳、木棺直葬

7 女布北遺跡 集落跡 久美浜町 筒井崇史 8/19-12/22 鶏塚古墳、竪穴住居

8 ニゴレ遺跡他 製鉄炉 弥栄町 岡崎研一 4/20-2/10 製鉄炉2基、竪穴住居

窯跡 黒坪一樹

9 堀坂神社古墳 古墳 久美浜町 岡崎研一 7/13-9/8 円墳、横穴式石室

10 上野古境群 古墳 丹後町 増田孝彦 7/20-2/10 円墳2基、横穴式石室

11 奈具岡遺跡 集落跡 弥栄町 団代弘 12/1-2/9 弥生土器、木器

12 鳴岡遺跡 集落跡 加悦町 河野一隆 5/18-7/29 落とし穴、 円墳

13 白米山遺跡 古墳 加悦町 河野一隆 7/20-9/10 墳丘墓、木棺直葬、円磯帯

14 神宮谷4号墳 古墳 綾部市 尾崎昌之 4/19-5/21 横穴式石室

野 鳥永

15 七百石遺跡 集落跡 綾部市 引原茂j古 8/2-2/25 竪穴住居、流路

尾崎昌之

16 木坂古墓 古墓 綾部市 尾崎昌之 1/17-1/21 近世~近代の嗣

17 池ノ谷遺跡 集落跡 綾部市 尾崎昌之 12/21-1/21 顕著な遺構遺物なし

18 ジンド古墳 古墓 綾部市 野島 永 5/12-10/14 円墳、横穴式石室

19 桑飼上遺跡 集落跡 舞鶴市 三好博喜 6/16-6/28 顕著な遺構・遺物なし

20 山根古墳 古墓 舞鶴市 ニ好博喜 7/9-10/22 円墳、横穴式石室

21 大島東遺跡 集落跡 綾部市 三好博喜 10/18-2/25 竪穴住居、溝

八木政明

22 八木城跡(堂山窯跡) 城跡 八木町 引原茂治 4/7-9/24 曲輪、石垣、下層から須恵器窯

八木政明

23 沢ノ谷古墳 古墳 八木町 柴暁 彦 7/19-9/10 竪穴住居、木炭纂

24 今林古墳 古墳 園部町 柴 暁彦 4/26-7/15 方墳、木棺直葬

25 池尻遺跡 集落跡 亀岡市 柴 暁彦 10/7-1/28 溝、掘立柱建物、瓦1留まり

26 穴川遺跡 集落跡 亀岡市 柴 暁彦 12/9-1/28 顕著な遺構・遺物なし

27 桜遺跡 集落跡 綾部市 野 島永 6/7-7/15 掘立柱建物

28 平安庁、跡(西別館) 都城跡 尽都市 小池寛 4/19-12/22 平安時代井戸、中世~近世遺構

29 伏見城跡 城跡 尽都市 岩 松保 10/4-2/3 礎石建物、瓦溜まり

30 燈簸寺遺跡 集落跡 木津町 伊賀高弘 4/9-6/25 方形周溝墓、方墳2基、埴輪棺

森正哲次 掘立柱建物

31 平安京跡(府警察本部) 都城跡 京都市 森島康雄 417-6/25 土坑、井戸、南北堀

32 植物園北遺跡 集落跡 原都市 岸問責英 7/6-10/8 竪穴住居、溝、古式土師器

33 内里八丁遺跡 集落跡 八幡市 竹原一彦 5/20-2/10 掘立柱建物、弥生時代水田

34 荒坂横穴(南) 横穴 田辺町 竹原一彦 7/19-11/2 横穴 5基

35 松井古墳状隆起 古墳 田辺町 森島康雄 8/9-9/14 顕著な遺構・造物なし

36 若林遺跡 集落跡 字治市 岸岡貴英 5/6-6/25 竪穴住居、掘立柱建物

37 北尻遺跡 集落跡 精華町 伊賀高弘 7/7-11/10 流路、祭杷遺構、布留式土器
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38 梅谷瓦窯跡 窯跡 木津町 石井清司 4/12-12/3 瓦窯8基、興福寺創建瓦

有井広幸

39 中ノ島遺跡 集落跡 木津町 石井清司 4/12-7/7 梅谷瓦窯の灰原

森正哲次

40 瓦谷遺跡 集落跡 木津町 森正哲次 8/5-3/4 埴輪窯3基、埴輪棺 l基

41 市坂瓦窯跡 窯跡 木津町 森島康雄 11/10-3/4 瓦窯8基

42 上人ヶ平埴輪窯跡 黛跡 木津町 石井清司 9/2-3/4 埴輪窯2基、形象埴輪等

43 燈能寺遺跡(河)11) 集落跡 木津町 伊賀高弘 12/2-3/4 南北溝、縄文土器、瓦、土器、

銭貨

44 長岡尽跡(名神 ・京都) 都城跡 京都市 戸原和人 4/7-2/17 縄文時代~中世

竹井治雄

石尾政信

鍋田勇

岸岡貴英

45 長岡京跡(名神 ・PA) 都城跡 思都市 戸原和人 5/6-3/4 縄文時代~中世

竹井治雄

中川和哉

46 長岡京跡(名神・下植野) 都城跡 大山崎町 戸原和人 4/7-3/4 古墳時代~中世

岩 松保

47 長岡京跡 都城跡 長岡泉市 戸原和人 7/26-2/1 溝、土坑、墓

石尾政信

48 山城国府跡 官街跡 大山崎町 石尾政信 10/20-12/3 土坑

弥栄町溝谷古墳群、弥栄・峰山町境の大田南 5号墳、大宮町左坂古墳群は、正陵を削っ

て形造っただけの台状墓系の前・中期古墳である。溝谷古墳群では底に礁を敷いた長大な

箱形木棺に小形の鏡・管玉 ・万子を副葬していた。

大田南 5号墳からは「青龍三年j銘の方格規矩四神鏡が出土し、マスメディアを通して

一躍全国の話題をさらった。「卑弥呼の鏡」をめぐ、って論争が再燃したが、古墳自体は丹

後にごく普通にある台状墓系の方墳であり、埋葬施設もまた在地の箱形石棺であることな

ど、青龍三年銘鏡を保有する古墳が、 三角縁神獣鏡をはじめ多数の副葬品をもっ畿内の前

期古墳とはかなり疎遠な位置にあることは、この問題を解く一つの鍵ではないか。

左坂古墳群・左坂横穴群は数年来行われている群集墳の継続調査であり、丘陵上の前・

中期古墳から丘腹を穿った終末期の横穴までの変遺の様子が具体的に明らかにされつつあ

る。古墳の埋葬施設には、底に礁を敷く箱形木棺やその他の木棺 ・石棺などバラエテイに

富み、摂文鏡や銅鉱 ・鉄器 ・土器などを伴う 。横穴では、遺体を伸展葬できないほど小さ

なものから火葬骨がみつかり、前庭部に火葬骨を納めた蔵骨器を伴う横穴もあった。遺体

を伸展葬できない小横穴は、これまでに幾例か知られていたが、これの利用法の実態の一

つが判明したことになる。

大宮町砥石場西古墳 ・舞鶴市山根古墳 ・綾部市ジンド古墳は、いずれも単独で存在する

後期の横穴式石室墳である。ジンド古墳はどこにも抜けられない袋谷の奥にあり、古墳後
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期の開拓の進行をうかがうことができる。

綾部市七百石遺跡は弥生後期から続く集落であるが、古墳後期の竪穴住居が多数みつか

った。住居を半円形に囲む排水溝を住居ごとに伴うのが特徴的であり、青野型のカマドを

もつものもある。

亀岡市南条古墳群では、中期の小方墳の存在が判明した。木棺直葬で葺石を伴う 。方墳

は亀岡の中期古墳を特徴づける墳形であり、後期の南条古墳群のさきがけとみられる。

京都市植物園北遺跡の前期を中心とする竪穴住居群には、ベッド状遺構をもつものがあ

る。ベッド状遺構は類例の少ないものであり、特殊な用途に供されたものとみられる。

京都市水垂遺跡はここ数年継続している大規模発掘であり、これまでの広大な水田域に

加え、本年度は多数の竪穴住居や墓がみつかり、住居地区と生産地区とがセットで把握で

きることとなった。

向日市山畑古墳群では中期後半の小方墳 2基が、向日市鴨田遺跡では古墳初頭の溝から

籾米 l万粒が、長岡京市開田城ノ内遺跡では竪穴住居5棟と水鳥形土製品がみつかった。

宇治市平等院旧境内では、下層に弥生中期~奈良時代の集落が存在することが判明、古

墳前期を主体とする竪穴住居が数棟みつかった(塔の川遺跡)。名だたる急流宇治川沿いと

はいえ、古来住環境のすぐれたところであることが確かめられた。

城陽市室木遺跡、では、中・後期の竪穴住居とともに多数の臼玉やその未完成品・剥片・

原石がみつかり、滑石の玉作りを行っていることが判明した。南山城最大の久津川古墳群

のまっただ中であり、久津川古墳群の王の支配に属した技能集団の村とみられる。

精華町北尻遺跡では、自然の小河川の中から前期の布留式土器が多数みつかった。水辺

の祭りのあととみられる。

木津町上人ヶ平埴輪窯では、先年発掘された l号窯に隣接して 2基の窯が並んでいた。

2号窯には床面の外周をめぐる埴輪をふせた排水溝がある。全国的にも例の少ない整った

施設である。瓦谷埴輪窯3基は、上人ヶ平埴輪窯と小さな谷を挟んだ丘陵斜面にあり、短

甲その他の多彩な形象埴輪が出土した。両者の埴輪はいずれも隣接する上人ヶ平古墳群に

供給されたものとみられる。

飛鳥・奈良・平安時代 弥栄町ニゴレ遺跡では、古墳後期~奈良時代の竪穴住居10棟以

上と奈良~平安時代の製鉄炉(竪形炉 1・箱形炉 1)とがみつかった。製鉄遺跡として有名

になった遠所遺跡の続きであり、製鉄遺跡の範囲がさらに広がることが判明した。

大宮町左坂古墳群の発掘で、 2号墳の墳頂部を再利用していた平安後期の経塚は、鉄製

の経筒に和鏡を伴う 。

舞鶴市蒲入遺跡は、京都府で本格的な発掘調査がはじめて行われた製塩遺跡である。奈
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良~平安時代の石で囲った製塩炉がみつかった。

園部町上木崎遺跡では、奈良時代の大規模な掘立柱建物がみつかり、整然とした配置か

ら船井郡街の可能性も考えられている。

亀岡市池尻廃寺は、発掘で新たにみつかった飛鳥~奈良時代の寺院である。寺域の東

限・西限の溝と中央部で礎石建物の一部が確認された。礎石建物は、規模 ・構造が今一つ

はっきりしないが、付近の水田畦畔や道路の状況から、講堂にあたる可能性が考えられる。

京都市平安京跡では、例年どおり多数の発掘が行われた。朱雀院の隣接地で「朱雀院j

と記した木簡が出土した。巻物につけた題畿で、朱雀院の実態を知る上で貴重な資料であ

る。西市の近くでは、西靭負小路沿いで平安京の町割りの最小単位である一戸主(南北15

m ・東西30m)の宅地がはじめてみつかった。家は小さな掘立柱建物 l棟、庶民の生活の

実態を知る興味深い資料である。左京八条三坊九町では、平安後期の鋳造工房がみつかっ

た。和鏡・仏具等の鋳型や炭・るつぼ等が出土、中でも方形和鏡の鋳型は、和鏡研究の基

準となる一級資料だという 。

京都市右京区化野念仏寺の近くで出土した平安時代末期の蔵骨器には、党字を描いた金

銅製の蓋を伴う 。この種の蓋の出土は全国ではじめてであり、当時の信仰や金工技術の変

選を知る上で貴重な資料という 。

京都市 ・向日市・長岡京市 ・大山崎町にまたがる長岡京跡については、本昔、連載の「長

岡京跡調査だよりjに譲るが、 『長岡京木簡二jが出版されたことは特筆される。1984年

の f長岡京木簡ーj以後に出土した木簡1082点が収録されており、日々発掘に携わりなが

らまとめられた関係者の努力に敬意を表したい。

字治市平等院旧境内では、多宝塔に至る白砂敷の道、南泉坊庭園の遣り水、小御所の造

成な ど、境内の実態が次々明らかにされている。宇治市白川金色院では平等院と同箔の瓦

がみつかり、藤原頼通の娘であり後冷泉天皇の皇后となった四条宮寛子創建とする伝承を

実証した。

八幡市上奈良遺跡では、奈良~平安時代の掘立柱建物や墨書土器・緑紬陶器 ・瓦などが

みつかった。『延喜式jに「久世郡奈良園jとあることから、皇室に果菜類を供給した御

園の可能性が指摘された。

山城町蟹満寺では、金堂の北約250mのところで柱穴や溝がみつかり、これを寺域の北

限とみれば、南北3町に及ぶ大規模なものと推定された。これは平城京の官立の大寺院に

匹敵する大きさであり、今回みつかった遺構が蟹満寺のものかどうか、今後の発掘で検証

する必要があろう 。

木津町燈龍寺廃寺では恭仁宮同箔瓦がみつかり、山背国分尼寺説が再浮上しそうである。
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木津町梅谷瓦窯では興福寺創建時の瓦窯 7基を確認、登り窯 5基 ・平窯2基いずれも構造

に違いがある。試行錯誤の様子がうかがえて興味深い。木津町市坂瓦窯は平窯 8基がみつ

かり、これで上人ヶ平遺跡の工房とセットになる瓦工場の大要が判明した。

加茂町恭仁宮跡では、宮の東面大垣がみつかり、宮の規模が平城宮の約112と判明した。

恭仁宮の造営は、はたして首都の移転だったのかどうか、謎はますます深くなる。

中・近世 京都市中京区烏丸通錦小路上ルで、鎌倉時代後期の水だめ施設からタイの

骨・植物種子などとともに、漆器や折敷 ・箸などの食膳具が一括してみつかった。漆器は

黒漆地に朱漆でツルや草花を描いた華麗なもので、京都でこれほど状態のよいものがまと

まって出土したのは初めてであり、当時の食生活を知る上で貴重な資料である。

京都市東山区銀閣寺では、花岡岩切石を使った上水道施設がみつかった。石の継目の目

地を漆で接合した精巧なものである。茶の湯用の導水管とみられ、東山文化の粋の一端を

よく示すものといえる。

京都市上京区の府警本部では、安土桃山時代の堀や多数の金箔瓦がみつかった。金箔瓦

には浅野氏の家紋である「違い鷹羽」があり、豊臣秀吉の京都の居城である緊楽第に伴う

大名屋敷とみられる。また、織田信長の旧二条城の石垣に使ったとみられる石仏も多数出

土した。

京都市伏見区の伏見城跡(府立桃山高校)でみつかった建物は、柱掘形の底に大きな礎石

を置いた、掘立柱と礎石立柱の折衷式であり、慶長大地震のあとの耐震構造の建物として

興味深い。

京都市中京区の市立高倉小学校では、大量の陶磁器が出土、中に江戸中期を代表する陶

工、尾形乾山作とみられる角皿が含まれていた。場所は松山藩松平家の屋敷であり、当時

の武家の生活をうかがえる好資料といえる。

京都市中京区の市立御所南小学校では、江戸時代中期の鏡の鋳型やるつぼ・ふいごの羽

口などがみつかった。同時代の鏡の鋳型は、京都では 2例目であり、鏡生産の実態を知る

貴重な資料となる。

大山崎町離宮八幡宮では、築地塀や門 ・鐘楼などの基壇がみつかった。花筒岩切石など

を使った基壇や階段 ・敷石は見事なほどによく残っており、江戸時代の指図との比較検討

が期待される。

宇治市旦椋遺跡では、鎌倉時代末期~室町時代初頭の鍋 ・釜・磐などの鋳型やるつぼ・

ふいごの羽口・鉄浮・炉の破片などが出土した。大久保環濠集落に付属する鋳物工房とみ

られ、中世村落の手工業の実態、を理解する貴重な成果である。

(たいら・やすひさ=当センター調査第 2課課長補佐兼調査第4係長)
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長岡京跡東京極大路の発掘調査

長岡京跡 東京 極大路の発掘調査

一長岡京跡左京第286・313・317次調査一

鍋田 勇

1 .は じめに

当センターでは、日本道路公団の依頼を受け、平成元年度より中央自動車道西宮線(通

称、=名神高速道路)の拡幅工事に伴う発掘調査を実施している。名神高速道路は、長岡京

跡内をおおむね北東0南西方向に斜めに通過しており、京の縁辺では京都市伏見区で東京

極大路と、乙訓郡大山崎町で九条大路と斜行する。平成 5年度の調査では、東京極大路の

施工推定地に調査区を設定し、東京極大路側溝の可能性をもっ溝を検出した。ここでは、

この溝を中心に調査結果の一部を速報する。

2.調査の概要

(1)調査地区の設定(第 1・2図参照) パーキングエリア予定地から東側の車線拡幅部

分を京都工区と呼称し、名神高速道路に沿った調査地区を設定した。東京極大路は、道路

第 l図調査地位置図
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京都府埋蔵文化財情報第52号

第2図 名神京都工区トレンチ配置図

を挟んだ北と南のそれぞれの調査地区 (C-1.E-1地区及びC-2地区)で検出が予想され

た。以下では、これらの地区で検出した長岡京期の遺構について記す。

(2)検出遺精(第 3図参照) C-2地区 C トレンチで南北溝(SD286311)を、bトレンチ

で掘立柱建物と hJ状に屈曲する溝を検出した。C-1地区では bトレンチで掘立柱建物

と柵列を検出したが、 aトレンチ及びE-1地区では当該期の遺構は検出できなかった。

溝S0286311 幅約3.5m、検出面からの深さO.35mを測る南北方向の溝である。 トレ

ンチの幅が狭〈、検出できた部分が約 5mにすぎないため正確な振れ角は算定しにくいが、

ほぼ正南北とみられる。溝心の国土座標値は、 x=-117，194.0の所でy=ー24，721.5である。

溝の埋土は、おおむね下層では灰色シルト ~粘土、上層では灰色シルトと講のベースで

ある明澄褐色粘質土(シルト~細砂)が混在した状況であった。

出土遺物は、土師器 ・須恵器・製塩土器・瓦 ・木製品の他、多数の木片や植物遺体があ

る。これらの遺物の大部分は、下層に堆積した灰色シルト内から混在した状況で出土して

いる。遺物は、溝内の広範囲にわたって分布するが、特に溝の中心部に沿って集中する傾

向にある。なお、すべての遺物が同一面で検出されたのではなく、 一部にはシルトをはさ

んで上下の位置関係にあるものも認められた。ただし、全域で上・下層の区別が明瞭な状

況にはなく、時間的には短期間の内に廃棄されたものと判断される。

[木製品]用途不明であるが、使用時の構造をとどめたものが出土した。長短二種類の

板状の木材から構成され、格子状に組み合わせた構造をもっ。完存していないため、全体

η
4
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長岡京跡東京極大路の発掘調査

の構造は不明である。ここでは、長い方を横木、短い方を縦木と呼称、しておく 。横木は、

長さ126cm以上・幅3~ 4 cm・厚さ約 5阻を測り、 5~ 7 cmの間隔をあけて三本が平行に

並んで、いる。縦木は、長さ25cm以上で、幅 ・厚さは横木と同じである。6cm前後の間隔を

あけて並んでおり、痕跡を含めて15本が確認できた。縦木は、すべて横木の下に位置する

ため、木材のみで組み合う状況にはなく、何らかの方法で固定されていたと考えられるが、

接続の方法は不明である。この木製品には、後述する木片と異なり、炭化した部分が認め

られず、やや遅れて廃棄された可能性がある。

[木片]ほとんどが棒もしくは幅の狭い板状を呈する。いずれも加工痕を残す木片であ

るが、製品ではなく、建築部材等の加工時に伴う廃材、いわゆる木っ端と考えられる。こ

y=ー24，8.∞ y=.24，750 y=.24，7.ω 

(己三南一条第一小路
(ー轟条問蘭小路)

E-l }也区
(左京第317次)

~一三二三/寸
左京第197次開査

b民 x=.JJ7，150 

東四坊大路

C-l地区 平城京型計画線

(左京第313次) y=-24，7ωz 

12，3m(41.6尺)

京都工区

SD28i6d3/ 11 

d町.

x=.1I7，200 

。 30m 

C-2地区
(左京第286次)

a町.

第3図 京都工区C-1・C-2・E-1地区長岡京期遺構配置図
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長岡京跡東京極大路の発掘調査

の木片は部分的に炭化したものが多く、一部にはすべて炭化したものもみられる。構の中

心付近から出土した木片には特にこの傾向が強い。これらの木片は、他の場所で焼却され

た後に廃棄されたのではないかと考えられる。

[植物遺体]最下層のシルト ~粘土に密封された状態で、広葉樹の葉が数枚確認できた。

近辺の樹木から自然に入り込んだものと考えられる。

(3)出土遺物 各調査地区とも長岡京期の遺物が出土しているが、総じて出土量は少な

い。以下では、まとまって遺物の出土した溝SD286311の土器・瓦を取り上げる。なお、

土器の記載に際しては、長岡京跡左京第196次の基準を援用手法。

溝SD286311 土器は、土師器・須恵器・製塩土器に分類される。実測可能なもの、

及び一個体として識別可能なものは55個体であり、その内訳は表に示す通りである。土師

器と須恵器の割合は、約 6: 4であるが、破片の総量を勘案すれば土師器の割合がさらに

多くなると思われる。

〔土師器J(第 5図 1~24) 供膳形態では、杯A(7~9) ・ 椀A (l ~ 6 ) ・杯B 蓋(1 8

~ 22 ) ・皿A (1 0 ~ 17 ) ・高杯 (23 ・ 24 ) がある 。 土師器は、供膳形態が約97% を占め、煮沸形

態の出土量がきわめて少ない点が特徴的である。杯Aは、法量区分で杯A1 (8・9)、杯

AII(7)に区分される。9は、口縁部の立ち上がりがゆるやかで、復原口径18.5cmを測る。

外面調整は、 7は磨滅により不明だが、 8・9はC手法(口縁部・底部全面ヘラケズリ )であ

る。椀Aはいずれも椀AIに分類されるが、 l 

の口径は9.3cmで、 E類に近い法量である。外面

調整は、 lが e3手法(e手法後、外面ヘラケズ

リ)、2がe手法(口縁部上端だけヨコナデ、以

下は不調整)、3・5・6が C手法、 4がc手法

(口縁端部付近を一定幅ケズリ残す)である。皿

A は、法量区分で皿AI (1 3~17) 、 I皿 A 11 (10 

~ 12)に区分される。前者の外面調整には、 a

手法(口縁部ヨコナデ、底部不調整)及び C手法

がみられる。後者は、 C もしくは c手法であ

る。高杯は、杯部のみ出土している。24を含め

た3点は通有にみられる形態を有する。23は外

面の中心付近にわずかに脚部と思われる突出部

が認められるため高杯と判断したものである。

端部付近の外面を強くナデでほぼ水平な面を作

Fh
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付表 SD286311出土土器集計表

種類 機能 器種 個数 割合(%)割合(%)

土師器 供膳 杯AI 2 6.5 3.6 

杯AII l 1.8 

事午、B 2 6.5 3.6 

皿AI 7 22.6 12.7 

lITlAII 4 12.9 7.3 

椀AI 6 10.9 

杯B叢 4 7.3 

高杯 4 12.9 7.3 

煮沸 斐 3目2 1.8 

小計 31 100.0 56.4 

製塩土器 2 3.6 

須恵器 供膳 杯AII 2 3.6 

杯A皿 5 9.1 

杯B 3 5.5 

杯B蓋 9 16.4 

皿B蓋 4.5 1.8 

貯蔵 査A蓋 4.5 1.8 

斐 4.5 1.8 

小計 2 100.0 40.0 

集計個体数 55 
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第7図 S D286311土器法量分布図

り、端部を上方へ巻き上げている。

〔須恵器J(第 6図 1~22 ) 供膳形態では、杯A (l ~ 7)・杯B(8 ~ 10 ) ・杯B 蓋(1 1

~ 19)・皿B蓋(21)、貯蔵形態では査A蓋(20)・聾(22)が出土した。杯Aは、法量区分で

杯AII (4・6)、杯A皿(1~ 3 ・ 5 . 7)に区分される 。 3~6 は形態的には椀とするべき

かもしれないが、ここでは杯として記載する 。 杯Aの内、 1 ~ 6 は従来長岡京跡ではほと

んど出土例をみない一群として認識されるものである。特徴としては、底部から一部体部

にかけて回転ヘラケズリする技法がみられる点、体部の立ち上がりが緩やかで、口径に比

して底径が小さい形態を有する点、口縁外面端部に重ね焼きの痕跡が残り、全体的に淡い

灰色系の色調を呈する点、比較的砂粒の少ない精良な胎土を有する点をあげることができ

る。また、杯B蓋の内、器高が高く深みのある器形をもっ一群(ll~ 14)及び皿B蓋(21)に

は胎土・焼成・色調に共通した特徴が認め られる。4は、漆と思われる黒色膜が内外面の対

応する位置に付着しており、勺として使用されたと思われる。7は、 底部外面のほぼ中央

部に「巾」と一文字が墨書されている。器壁は薄いが硬質焼成で、暗青灰色の色調を呈す

る。杯Bは、 9が底部のみほほ完存するが、 8・10は細片である。9は灰白色の色調を呈

し、やや軟質の焼成で、ある。杯B葦は形態から前述の11~ 14 と、器高が低く扇平なもの

(1 5~ 19)に分類される。 14・15を除いていずれも内面に墨痕が残り 、硯に転用されている。
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長岡京跡東京極大路の発掘調査

皿B蓋(21)は、口径24cmを測る大型の蓋である。査A蓋(20)は口縁部から肩部にかけての

細片である。肩部の屈曲はゆるやかである。灰色系の色調で、肩部には自然紬がかかって

いる。聾(22)は、口径55cmを測る大型品である。

〔製塩土器) (第5図25・26) ともに砲弾形の器形を呈する。25は、全体に器形がいび

つであり、口縁端部の形状も外反ぎみに立ち上がる部分と内湾ぎみに立ち上がる部分とが

ある。外面にはユピオサエの痕跡が明瞭に残る。胎土は粗く、 5mm前後の混和材の砂粒が

多く含まれる。26は厚手の器壁をもち、端部は内湾ぎみに立ち上がる。胎土は25と同様で

ある。色調はともに明樟褐色を呈する。

〔瓦) (第6図23・24) 平・丸瓦を合わせて13点が出土しているが、大部分が細片であり、

器壁の磨滅しているものが多い。軒瓦は出土していない。23は、凹面にわずかに布目の痕

跡が残る。凸面は縄目タタキで、灰色系の硬質焼成である。24は、凸面縄目タタキ、凹面

不調整(布目痕)で、淡黄褐色系の軟質焼成である。

3.まとめ

今回の調査は、これまでに検出例のない東京極大路の施工推定地を対象と したものであ

った。その結果、 C-2地区で検出した溝SD286311 について、その位置や出土遺物から

大路の西側溝の可能性が高いと判断するに至った。しかし、いくつかの点で不確定な要素

があったり、新たな問題が派生するなど、なお今後に検討が必要である。最後にこうした

問題点を整理し、まとめとしたい。

東京極大路の西側溝と判断するのに肯定的な点をあげると、①溝がほぼ正南北であるこ

と、 ②溝心の位置が、従来の平城京型復原案による東京極大路計画線(道路心)から西へ

12. 3m (約41.6尺)の距離にあり、ほほ通常の大路幅の1/2となること、 ③出土した遺物が

ほぼ長岡京期と考えられること、の 3点となる。①については、今回の調査では、 C-2

地区の北側に設定した C-1地区において、 SD286311の延長部分が中世まで流路となって

いたために、検出できなかった(第 3図参照)。 したがって、 トレンチ内の狭い範囲内でし

か溝の方向を判断できないことにやや問題が残る。②については、条坊制の復原に関わる

問題であ り、特に慎重な検討が必要で、あるが、筆者は長岡京の南北の大路については平城

京型の計画線を使用したとの立場をとる♂宅、肯定的な点として扱う 。直誌説では、東京

極大路西側溝心は、朱雀大路心から東へ7170尺に位置する。 SD286311 は同様に東へ

7158.4尺(2118.9m)の位置にあり、山中氏の推定位置より西へ11.6尺(3.4m)ずれている。

なお、仮に SD286311を西側溝とした場合、今回の調査では対となる東側溝が検出され

なかったことが新たな問題点となる。調査時の段階では、 E-1地区で検出した南北講に東
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側溝の可能性を考えていたが、その後の検討によりこの溝については時期が異なると判断

したため、 C-2地区 dトレンチと合わせ、 2カ所ともいずれの推定位置からも検出されな

いという結果になった。すなわち、東京極大路では東側溝が設置されていない可能性があ

り、京の外周がどのように整備されていたかは今後の課題といえよう 。いずれにせよ、こ

れらの点は今後の調査例の増加によってしか解決できない問題であり、現状では問題提起

にとどめる。

③については、上記2点とはやや論点を異にするが、出土した遺物の年代及びこれまで

長岡京でほとんど出土していない須恵器の一群の産地の問題がある。今回出土した遺物は、

従来の土器の年代観では、長岡京期のものを含むものの、土師器杯Aや須恵器壷A蓋など

に後出する要素がみられることから、全体として平安京 I期中部舎に相当する時間幅を考

えておきたい。したがって溝の埋没時期は、平安京への遷都後やや時間を経てからと考え

られる。また、特徴的な形態を有する須恵器杯Aは少なくとも上記の年代幅の中で時期を

押さえることができる。今後、産地を確定できれば消費地との対応が可能となるが、この

点についてはさらに検討を続けたい。

出土造物については、山中 章・図下多美樹・木村泰彦・小森俊寛・平尾政幸・中川和哉各氏からご教

示を受けた。特に園下・木村両氏からは多岐にわたりご指導を受けた。記して厚く感謝したい。

(なべた ・いさむ=当センター調査第 2課調査第4係調査員)

注長岡京跡左京第196・214次(7州EGZ-1.2地区)発掘調査概要J( r向日市埋蔵文化財調査報告

書I第34集 (財)向日市埋蔵文化財センター・向日市教育委員会) 1992 

注2 鍋田 勇「長岡京条坊制地害時十両の再検討(上・下)J ( r京都府埋蔵文化財情報j第48・49号

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1993 

注3 山中 章「古代条坊制論J( r考古学研究j第38巻第 4号) 1992 

注4 古代の土器2 都城の土器集成 IIJ 古代の土器研究会編 1993 
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竹製経筒の復元について

竹製経筒の復元について

一漆を塗布した竹製経筒の新例一

小池寛

1 .はじめに

経塚の主体をなす経巻は、時代や地域によってさまざまな経筒に納められ、地中に埋納

された。一般的に知られている経筒は、銅製 土製であるが、『如法経現修f怯jなどの

文献では知られてはいたものの、ほとんど出土例がなかった竹製の経筒が、京都府福知山
(佳 2)

市に所在する大道寺経塚で1981年に確認された。この発掘調査は、竹製の経筒が実在した

ことを確認した例として、広く知られるところとなったばかりでなく、中世須恵、器 ・賓の

中のi留水によって、経筒内に納められた「妙法蓮華経」八巻と「阿弥陀経J一巻の残存が
(住 3) 

確認されたことでも注目された。

それ以後、経塚の発掘調査において、中世須恵器 ・聾の内部が空洞の状態で検出される

たびに、すでに腐食した経巻や竹製経筒の存在を想定させる有力な根拠として、引用され

るに至っている。

しかし、大道寺経塚で竹製経筒が出土

して以後、類似する資料の出土例はなか

ったが、1991年、京都府福知山市庵我字中

に所在する高田山中世墓・経議幹におい

て、竹製経衝の外面に塗布された漆の被

膜が、経筒外容器の中に折れ重なるよう

な状態で出土し、大道寺経塚例とは趣の

異なった竹製経筒の存在が確認された。

本文では、高田山中世墓・経塚群を概

観し、経筒の出土状況について記述する

とともに、残存する経筒の蓋と漆の被膜

の形状から、竹製経筒の復元を行なうも

のである。なお、中世墓と経塚の関連に

ついては、別の機会に論述することとし

第 I図 高田山古墳群位置図

47.西谷古墳群 48.泉谷古墳群

56.池の奥古墳群 59.稲葉山古墳群

112高田山古墳群 111.庵我遺跡
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本縞では、事実関係を中心に記述する。

2.福知山市高田山中世墓・経塚群の歴史的環境(第 l図)

高田山中世墓 ・経塚群は、 5世紀前半(TK216前後)に築造された「高田山 2号墳」の

墳頂部中央で、古墳の埋葬主体部を調査中に偶然検出した遺構群である。

当該遺跡は、由良川によって形成された平野部に突出する丘陵上に位置する。周辺には、

西谷古墳群・泉谷古墳群・池の奥古墳群 ・稲葉山古墳群が所在しており、古墳時代中期か

ら後期に至る墳墓が集中する地域でもある。一方、経塚が成立した同時代の遺跡としては、

当該遺跡が所在する丘陵の南東方に庵我遺跡が確認されている。ここでは、掘立柱建物跡

などが検出されており、中世墓・経塚群と何らかの関連が想定される遺跡でもある。また、

当該遺跡から東へ3.5kmの丘陵上には、鎌倉時代の居館が確認された上ヶ市遺跡がある。

直接的な関連については不明であるが、成立した歴史的環境を考える上で重要である。今

後、周辺地域における集落などの動態が明らかになれば、中世墓などが成立した状況を正

確に把握することができょう 。

3.高田山中世墓・経塚群の概要

検出した遺構群は、中世墓 1基、経塚 2基、土坑 L基である。以下、各遺構について、

第2図 中世墓 ・経塚群平面実測図(1130)

-22-

遺物の出土状況を中心に概観しておき

たい(第2図)。

中世墓(SX9101) 南北lmX東西

1. 37mの方形プランを有し、遺構検出

面から墓壌底面までO.3mを測る。ま

た、墓壊内に充填された磯群の最上位

から土壊底部まではO.54mを測る。充

填された磯群は、土壌中央に高く集積

されていたことが土層断面から確認で

きた。墓境内は、人頭大から拳大の磯

で充填されており、墓壌中央に納骨用

の中世須恵器 ・3撃を据え、その傍らに

瓦器 ・椀を埋置している。納骨用の斐

には、複数回の納骨が可能なように、

人頭大の比較的偏平な礁で蓋をしてい



竹製経筒の復元について

る。婆内の人骨遺存状況から少なくとも二人以上の火葬人骨が納骨されていたと考えられ

る。一方、それらの西側には、口縁部を板石で覆い、内部が空洞の中世須恵器・聾と底部

に北宋銭を納入した蔵骨器2個体を検出した。空洞の中世須恵器 ・聾は、聾内底部にlcm

程度の暗茶褐色土が堆積しているのみであり、木製か竹製の経筒が、大道寺経塚例のよう

に納入されていた可能性が指摘できる。なお、出土した 2点の蔵骨器内の火葬人骨は、い

ずれも微細片であり、中央の納骨用費内の火葬人骨とは、遺存状況が異なっている。

この中世墓は、同一墓墳内で納骨器 ・蔵骨器と経筒外容器と考えられる中世須恵器・斐

が共伴した遺構として重要である。経塚が本来有している歴史的意義を考えれば、墓境内

に埋経する行為は、基本的な概念が異なり、矛盾する点もある。今後、多方面から十分な

検討を行なうべき課題を有していることを指摘しておきたい。

経塚， (S X9102) 先述した中世墓(SX9101)の一部を切り込んで穿たれており、南北

O.9mX東西O.7mの不整形な円形を呈している。土坑中央は人頭大の磯で充填し、経筒外

容器周辺は拳大の礁を配している。2点の経筒外容器の蓋は、充填された礁の重量によ って

一部破砕しているが、その多くは、原位置を

保っており、各々の経筒外容器内から本文の

主題である漆被膜が出土した。なお、外容器

2を取り上げた段階で、瓦器 ・椀 5を検出し

土坑底部では、 景祐元宝 ・政和通宝 ・祥符元

宝 ・皇宋通宝・淳化元宝 ・至和通宝 ・聖宋元

宝などの北宋銭が9枚出土した(第 3・4図)。

経塚 2(S X9103) 中世墓(SX9101)・経

塚 1(S X9102)の西方で検出した長軸1.4

mX短軸O.92mの不整形な楕円形を呈してい

る。土坑南半は、経筒外容器を埋納するため

にオーバーハングするように掘り込まれてお

り、 O.45mの深さを測る。一方、土坑の北半

部は、 O.25mの深さまで平坦に掘り込まれて

いる。中世墓と同じように、土坑内は、拳大

から人頭大の礁で充填されており、中央部に

やや高く集積されていた可能性が土層断面か

ら想定される。土坑内からは、横転した状態

で中国製青白磁 ・小査とぷ匝が出土してお

A B 
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第3図経塚(SX9102)実測図(1/20)
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第 4図経塚(SX9102)出土遺物実測図

り、南方から、瓦質の

経筒外容器が出土して

いる。経筒外容器は、

偏平な磯で取り固まれ

ており、外容器内部は

空洞であった。なお、

20c円、

充填された礁の最上位

で銭貨を 1枚検出して

おり、埋納行為が終了

した後、混入したか投

げ込まれた可能性があ

る。

4.漆被膜の出土状況と竹製経筒の復元について

経塚 lで検出した 2点の経筒外容器内には、経筒に伴う木製の蓋の個体数などから 3個

体の竹製経筒が納められていたことが確認できた。

以下、各個体の残存部から、法量 ・形態について復元を行ないたい。なお、木製の蓋に

ついては、ほぽ完存に近い状況で出土している個体もあり、法量は実測値である。

1)木製蓋(第5図1) 1は、経筒外容器4から出土したものを中心に実測を行なった資

料である。つまみは、最大径1.6cm、蓋の天井部からのつまみ高は1.6cmを測り、宝珠形を

呈している。蓋の中央に直径O.6cmの穴を穿ち、つまみを丁寧に装着している。つまみの

木取りは縦方向である。一方、蓋は、長径6.6cm'短径6.1cmを測り、楕円形を呈している。

なだらかな天井部を有し、口縁部内面は、経筒の口縁部に合う ように 2段に削り込まれて

いる。蓋の内側の削り込み部の直径は5.6cmを測るが、この数値は、経筒の直径復元の根

拠とした。蓋の木取りは、横方向であり、つまみの木目とは直交している。なお、つまみ

と蓋の外面には、経筒と同じように黒漆が塗布されており、部分的ではあるが、銀箔が残

存している。

2)経筒(第5図 2) 経筒外容器内に残存する漆被膜の内、外容器2で検出したものは、

その大半が短冊状を呈している。そのため、 法量 ・形状を復元できる状況ではなかったが、

外容器4の最上位の漆被膜は、経簡の竹が腐食した段階で、ほほ中央部分で折れ重なった

ため、全体の残存状況は良好であった。
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まず、筒の材質は、漆被膜の内面に残

る植物繊維質の痕跡から竹であることが

確認できた。また、漆被膜が底部にまで

塗布されていたかについては、底板が残

存しないため判然としないが、筒部の全

面に塗布されていたと考えられる。一方、

漆被膜が僅かではあるが口縁部の内側に

まで漆が塗布されていることから、 口縁

部周囲での経筒の厚みはO.3cmと復元で

きた。なお、外面には、蓋と同じく金 ・

銀箔が部分的に観察できるが、文様構成

については、残存状態が不良であるため

十分、復元できなかった。

口径は先述した蓋と経筒自体の漆被膜

竹製経筒の復元について
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断面は木取りを表す。
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実線は漆被膜を表す。

第5図経筒蓋 ・経筒復元図(1/3)

1.実測図 2.漆皮膜からの復元図

から5.6cmと復元でき、高さは、底部を欠くものの、 20.4cmに近似する値に復元し得る。

なお、底板については、竹の節をそのまま底として使用したか、あるいは、蓋と同じく木

製の円盤を充填したかについては不明で、ある。大道寺経塚の経筒は、竹の表面には漆を塗

布していないが、底部には丁寧に木製の円盤を充填している(第 6図)。 仮に、漆を塗布し、

その上に金・銀箔で加飾している本例が、経筒として丁寧に作られていると仮定すれば、

底面に木製の円盤を充填していたと考えることも可能で、ある。

5.小結

先述したように、京都府北部において竹製経筒が確認された遺跡は、福知山市に所在す

る大道寺経塚と高田山経塚 1(SX9102)の2例を数えるに過ぎない。出土した土器から、

前者が13世紀後半、後者が12世紀後半から13世紀初頭に比定できる。

両資料の出土状況を比較した場合、大道寺経塚例が、円形の土坑内に経筒外容器である

中世須恵器・牽を置き、その中に竹製経筒を 2個体納入しているのに対して、高田山経塚

lは、楕円形の士坑に 2個体の筒形容器を埋置し、土坑底部に瓦器・椀と銭貨を納入して

いる。いずれも、埋葬を示唆するような特徴はないが、土坑内に納入された副納品の構成

可能性がある。

が異なっており、それぞれの遺構群の中での経塚がもっ意義に何らかの相違点が存在する

経筒で最も一般的に知られているのは、銅製であるが、竹製経筒自体が腐食し易いこと

同
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もあり、あまり類例が知られていない

のが現状である。おそらく、竹筒の使

用は、竹自体の確保や加工・加飾を行

う際に作業を容易に進められる利点が

あり、一般的に使用されたと考えられ

る。また、大道寺経塚例のように、外

表面に漆を塗布しない竹筒が一般的で

あったと考えられ、高田山経塚例のよ

うに黒漆を塗布する例は、正確な例の

把握を行っていないが、限られた結縁

の下で営まれた経塚にのみ見られると

考えても良い。今後、類例が増加すれ

ば、何らかの指標を設定できるものと

考えられる。

最後に、当該遺跡では、墓と経塚が、

ほほ同時期に営まれたことが判明し、

追善供養の目的で埋経が行われたこと

を考古学的に証明できた意義は決して

少なくない。そのことと漆を丁寧に塗布した経筒が出土したことがどのような関係がある

のか、更に、検討を加える必要がある。

(こいけ・ひろし=当センター調査第 2課調査第 2係調査員)

Jb -b  

10cm 

o 

ヒ二二コU2

第6図 京都府福知山市大道寺経塚(1/3)

1・3.経筒蓋 2・4.竹製経筒

(注2文献 ・図版第57の再トレース)

4 

注 l 三宅敏之「経塚研究の現状と課題J( r日本歴史j第209号) 1972 

注 2 松井忠春・竹原一彦 ・増田孝彦「豊富谷丘陵遺跡昭和56年度発掘調査概要J( r京都府遺跡調

査概報j第 l冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1982 

注 3 難波凹徹「福知山市大道寺経塚出土紙本経の保存修理とその問題点J( r京都府埋蔵文化財情

報j第8号 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1983 

注4 小池 寛「高田山古墳群(付高田山中世纂・経塚群)発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報』

第49冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1992 

注 5 小池 寛「高田山経塚出土の中国製青白磁についてJ( r京都府埋蔵文化財情報j第43号

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1992 
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19.黒 部製鉄 遺 跡

所在地 竹野郡弥栄町字黒部小字石熊

調査期間 平成5年11月24日~平成6年2月9日

調査面積 約2，000m'

はじめに 黒部製鉄遺跡、は、古墳~奈良時代の製鉄遺跡として著名な遠所遺跡群と竹野

川を挟んで対岸に所在する。ここは、従来、鉄浮の散布や地名などから、製鉄遺跡の存在

が予測されていたが、平成 5年度の京都府教育委員会の試掘によって製鉄炉が確認され、

当センターが面的な発掘調査を行った。なお、今回の調査は、丹後国営農地開発事業の黒

部団地造成工事に先立って、農林水産省近畿農政局の依頼を受けて実施した。

調査概要 検出した遺構は、製鉄炉2基、炭窯3基である。製鉄炉は、いずれも長方形

箱形炉で、良好なものが長さ3.5m'幅0.8mを測る。後世の削平によって下部構造のみが

遺存する。これは、 E陵端部を fLJ字形にカッ トして作業閣を作り出し、斜面下方側は

盛り土で構築している。この盛り土中には炭や鉄淳が含まれており 、2基の製鉄炉が継続

的に操業されたことがうかがえる。廃淳場からは、流出i宰や炉内淳ならびに炉壁を、コン

テナ数にして約200箱採取した。また、この最下層から 9世紀前半の須恵器(杯)1点が出

土し、これらの製鉄炉の時期の l点を押さえることができた。

炭窯は、すべて登り窯状炭窯であり、円あ

るいは方形の炭窯は検出されなかった。この

内、 1基は灰原のみの調査である。遣存の良

好な l基は、長さ4.2m・幅1.5mを測る小型

の登り窯状炭窯で、焚口ならびに煙道部を石

で構築する。この炭窯は、改修の痕跡が認め

られた。他の I基は、焚口部を欠失している

が、長さ4.0m'幅1.4mを測る。

今回の調査成果を既調査の弥栄町内の製鉄

遺跡と対比すると以下の特徴が列挙される。

-27-
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(1)平安時代の製鉄遺跡が竹野川右岸で初めて検出され、遠所遺跡群(S.A地区)以後の展

聞が明らかになった。

(2)黒部製鉄遺跡では円・方形の炭窯が少なく、登り窯状炭窯の比重が高い。これは、竹野

川左岸とは異なる特徴で、製鉄の技術系譜が両岸で相違した可能性がある。ただし、黒

部製鉄遺跡の発掘調査は緒に着いたばかりで、全容の判明は今年度以降の調査に委ねる

ことにしたい。

(河野一隆)

製鉄炉完掘状況

-28-
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20_ニゴレ遺 跡

所在地 竹野郡弥栄町鳥取・木橋

調査期間 平成 5年4月20日~平成 6年2月25日

調査面積 約10，OOOm' (一部平成4年度調査地分も含む)

はじめに この調査は、京都府農林水産部が計画・推進している「丹後あじわいの郷」

の造成工事に先立ち、社団法人京都府農業開発公社の依頼を受けて実施した。

「丹後あじわいの郷J造成地内には、製鉄遺跡、並びに土器散布地であるニゴレ遺跡をは

じめ、鳥取古墳群 ・入道奥古墳群 ・桐谷古墳群・鳥取峠古墳群 ・行者山古墳群 ・奥ノ院古

墳群など、数多くの遺跡が存在する。今年度は、主にニゴレ遺跡の内、造成にかかる範囲

の発掘調査と試掘調査を実施した。発掘調査及び試掘調査を行ったところは、京都府竹野

郡弥栄町字鳥取 ・木橋の丘陵・水田部で、製鉄遺跡である遠所遺跡群の東隣りに位置する。

調査概要 昨年度の試掘調査成果をもとに、 1. 2号製鉄炉と A拡張区の発掘調査を行

う一方、 B拡張区の発掘調査と、木橋側のE陵部並びに田畑部の試掘調査を実施した。

A-B拡張区 A拡張区は、桐谷古墳群北側の正陵南側斜面で、炭窯17基・住居跡10

基・柱穴群などを確認した。B拡張区は、府道網野岩滝線沿いの丘陵裾部で、住居跡21基

を確認した。

炭窯 一辺ないし径が 1m前後の小型の炭窯と、1.5m X 4 m程度(中型の炭窯)の規模

の炭窯に分かれる。小型の炭窯については、地面を50cmほど掘り下げ中に薪を入れた後、

粘土で覆って操業していたと思われる。中型

の炭窯は、等高線に並行して築かれていた。

丘陵斜面の比較的ゆるやかな地形のところを

iLJ字状に掘削し、 6m'前後の平坦面を造

った後、炭窯を築いている。上部構造につい

ては不明であるが、西隣りの遠所遺跡群から

も同じような遺構が検出されており、おそら

くは、床面に数本の丸木を間隔をあけて寝か

せ、その上に薪を積み上げ、粘土で、覆って操

業していたものと思われる。平坦面すべてが

-29一
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窯であったのか、あるいは一部は作業場としていたかについては不明である。

住居跡 その大半は、丘陵斜面の比較的ゆるやかな地形並びに丘陵裾部の平坦面を利用

して構築していた。丘陵山側を iLJ字状に掘削して平坦部を造り、平坦面の山手に幅約

20cmの排水溝をめぐらし、その内側に柱穴を設けている。丘陵斜面の住居跡については、

平坦面(生活空間)確保のため、 iLJ字状に掘削した土をその前面に押し出して盛り土し

ていたようで、調査時には地山を掘削した部分の検出となった。このため、住居跡の規模

については、山手側の一辺を確認したにすぎない。住居跡は、 A.B拡張区から検出して

いるが、その数はB拡張区が圧倒的に多く、主に現在の府道網野岩滝線沿いの緩地形を利

用して居住していたようである。また、 B拡張区のいくつかの住居跡内から鍛冶炉も見つ

かっている。

1号製鉄炉 舌状に張り出した平坦部に製鉄炉は存在し、谷部に鉄浮を掻きだした状態

で確認した。製鉄炉の規模は、全長約2.5m'幅約 1m・深さ約50cmを測る箱型炉で、炉

跡の両側から谷部にかけて鉄i宰や炉壁が多量に捨てられていた。これら鉄淳を掘り下げた

ところ、炉西側には、 5mX3mの長楕円の土坑(排淳坑)を掘っており、そこには掻きだ

された鉄浮が溜まった状態で検出できた。さらに、下層からも同じ排浮坑を確認すること

ができ、数回の操業が考えられた。炉東側は、谷側へ大きく iU]字状に掘り込み(排浮

溝)、多量の鉄浮が掻きだされた状態で堆積していた。また、製鉄炉付近からは、炭窯も

見つかった。堆積状況から製鉄炉操業後に炭窯が築かれたようで、炭窯付近から10世紀前

半の土器が出土している。このことから、この製鉄炉は、 10世紀前半よりも古い時期に操

業していたことが確認できた。

2号製鉄炉 狭小な谷の丘陵斜面を利用して構築されていた。平面形態は l号製鉄炉と

異なり、傾斜地をゆるやかにして小型の炉を築き、鉄i宰は谷側の一方向に掻きだしていた。

小型の炉は、 一辺ないし径が70cm程度のもので、炉床から 5回の操業が確認できた。 l回

目の炉操業後これを炉の基底部として再利用し、わずかに山手にずらして 2回目の炉が構

築されていた。同じ工程で 5基の炉が操業していたようで、検出状況は、等高線に直交し

た形で炉床が階段状になっていた。このような形態の炉は、他に類例が少なく、隣接する

遠所遺跡群には見られないことから、今後検討を要するところである。

試掘調査 鳥取のE陵部並びに木橋の丘陵・水田部の試掘調査を行った。その結果、木

橋側の 2か所で鉄淳の出土が見られたことから、この付近にも製鉄炉があるものと思われ

る。その他の遺構としては、古墳2基、炭窯、住居跡などの遺構が、 E陵尾根筋並びに斜

面から新たに見つかっているが、これらについては来年度に調査する予定である。

まとめ 今回の調査の結果、遠所遺跡群と同じ製鉄遺跡であったことが判明した。6世
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紀後半と 8世紀後半に操業していた遠所遺跡群の製鉄炉とほぼ同じ形態を示す l号製鉄炉

と、小型の 2号製鉄炉の発見は、ある時期に何らかの原因で l号製鉄炉→2号製鉄炉と小

型化した可能性が高いことを示す。 l号製鉄炉とそれに続くと考えられる 2号製鉄炉は、

遠所遺跡群の衰退期及びそれ以降に操業していたと考えられる。A.B拡張区の住居跡内

からの鍛冶炉の発見は、遠所遺跡群と同様に、ニゴレ遺跡においても製鉄段階から鍛冶段

階までの製鉄が行われていた可能性を示す。このようなことから、奈良時代には遠所遺跡

群で製鉄が行われていたが、平安時代になるとニゴレ遺跡で行われていた、と大きく捉え

ることができるのではなかろうか。また、遠所遺跡群に見られた登り窯形態の炭窯や補助

燃焼口(横口)付きの炭窯がニゴレ遺跡には存在せず、中型ないし小型の炭窯に限られてい

たことは、上記のことを物語っているのではなかろうかと考える。

(岡崎研一)
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21.上野古墳群

所在地 竹野郡丹後町三宅小字上野

調査期間 平成 5年7月19日~平成 6年2月10日

調査面積 約1，200m'

はじめに この調査は、京都府丹後土地改良事務所が計画している「府営広域営農団地

農道整備事業」に先だち、同事務所の依頼を受け実施したものである。上野古墳群は、竹

野川左岸の台地に立地し、弥生時代中期~後期の墳墓として著名な大山墳墓群の立地する

丘陵の南側でもある。台地上には、約 8基の古墳が点在し、弥生時代~中世にかけての遺

物が散布する滝谷遺跡にも該当している。調査対象となったのは、台地の西端に位置する

1 0 2号墳、古墳周辺の平坦地(滝谷遺跡)の試掘調査、中世墓と考えられていた集石遺構

である。集石遺構は、調査の結果、中世墓とは認められなかった。

調査概要

1号墳 直径13m、南側に溝を持つ片袖式横穴式石室を内部主体とする古墳で、石室全

長709m0玄室長406m0同幅201m0同高202m、羨道長303m・同幅1.6mを測る。羨道部

には、長さ308m・幅005mの排水溝を設けている。出土遺物は、玄室内を中心に武器類・

馬具類 ・装身具 ・須恵器 ・土師器など、総数約300点が出土した。なかでも 、 トンボ玉 l

点や馬具飾り金具類が鉄地金銅張りである点が特筆される。築造時期は 6世紀後半で、そ

の後 7世紀前半にかけて何回か追葬されている。7年前に環頭大万柄頭 ・特殊扇壷の出土

で話題をまいた高山古墳群の l号墳と形態が

よく似ている。

2号墳 l号墳の東40m下方に位置する。

石垣状の列石で周囲を固まれた 2段築成の長

方形墳で、上段が7mX7m、下段が13mX

8mの規模を有する。西側には、 E陵と区画

する幅2~ 20 5mの溝が設けられている。列石

は、最もよく残存する西側下段で高さ約008

m、上段は基底石のみ確認した。墳丘東側列

石については、開墾によって破壊され残存し調査地位置図(1/50，000)
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ないが、 一部基底石のみ確認できた部分もある。埋葬施設は、無袖式横穴式石室で全長

10.5m'奥壁幅1.65mの規模を有する。出土遺物は、武器類・装身具 ・須恵器・土師器が

約50点ほど出土した。築造時期は、 7世紀前半に求められるが、追葬の形跡はなかった。

墳丘などの調査の結果、 2号墳は築造時からこのような形状をしていたのではなく、も

ともとあった古墳を改変(増築)したことが明らかとなった。このことは、列石が旧壌正を

削 り、盛り土した上で設けられている ことや、石室自体が閉塞石付近で石材の積み方が変

わり、羨道が継ぎ足されていることも判明した。前身となった古墳は、直径約10m、西側

に幅 2mほどの溝を持ち、全長約 7mの石室を内部主体とする小規模なものである。古墳

の改築は、この石室を中心として規則性をもって拡張されていったようである。石垣状列

石の設置 ・墳Eを築造するに当たっては、石垣状列石に区画が認められ、西下段列石では

4分割され、区画部分には大きめの石材を置く 。各区画内の石材の積み方には差が認めら

れ、規則性に欠ける。区画された石材は、 二段目列石や当初の石室との対応関係が認めら

れる。すなわち、下段列石の北端は、旧墳丘の北端をさし、 二番目は石室天井石の北端・

二段目列石の北辺をさし、 三番目は石室の主軸の中心をさす。四番目は二段目列石の南辺

及び旧石室の羨門部をさし、南端は改築後の南側石列 ・羨門部をさしている。北辺下段列

石は、完存するのが西側1/2であるが、 3区画設けられていたと考えられ、残存する大き

めの区画された石材は、石室側壁ラインに相当するものと思われる。区画溝についても、

現状では方形にとっているが、もともと円形であったものを方形に拡張しているため、や

や不規則な形をしており、継ぎ足された南側ほど北側に比べて、 i蒋幅が狭くなっている。

j竜谷遺跡 1号墳の南側の平坦地に、幅約 lmX長さ約45mの試掘トレ ンチを設け掘削

を行った。その結果、柱穴状遺構及び焼土などを確認し、出土遺物としては、弥生時代後

期、 6 世紀後半~ 7 世紀前半の須恵器・土師器、中世の陶磁器が出土し、遺構が存在する

ことが確実となったため、平成 6年度に道路部分の、全面調査を実施する予定である。

まとめ 今回の調査の結果、 l 号墳は 6 世紀後半~7 世紀前半に築造 ・ 追葬された古墳

であることが明らかとなり、 2号墳については、 二段築成で石垣状の列石を有するという

全国的にみても類例の少ない古墳の調査となった。 また、円墳を改築して方形墳とした り、

改築に伴い石室を継ぎ足すというような特殊性もあり、この地域の墓制を考える上で貴重

資料となった。滝谷遺跡については、古墳群と同時期の遺物が出土していることや、弥生

時代後期については大山墳墓群との関係など、集落との関わりなど注目される内容があり、

今後の調査に期待したい。

(増田孝彦)
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京都府埋蔵文化財情報第52号

22.七 百 石遺跡

調査地 綾部市七百石町東中野

調査期間 平成 5年8月2日~平成 6年3月4日

調査面積 約5，000m'

はじめに 七百石遺跡の調査は、京都縦貫自動車道の建設に伴い、京都府道路公社の依

頼を受けて実施した。この遺跡は、由良川支流の八田川上流域にあり、標高95m前後の台

地に位置している。『京都府遺跡地図jによれば、古墳時代後期の遺物散布地として記載

されているが、内容は不明で、あった。

調査概要 調査地は、南北にのびる幅約100mの台地と、その北西側の山裾の緩傾斜地

の2か所である。前者をA地区、後者を B地区と呼ぶ。A地区では過去に造成工事がなさ

れているため、試掘調査を行い遺構 ・遺物の残存状況を確認した。その結果、台地の西側

と東側縁辺部で溝や住居跡などを検出したので、本調査を実施した。また、 B地区でも土

坑や住居跡などを検出した。以下、 A.B地区ごとに調査の概略を報告する。

A-l地区 台地東側斜面南側のトレンチである。ここからは最大幅約10m'深さ約

2.5mの谷を検出した。土層は大きく 3層に分層でき、上層から古墳時代後期の遺物が出

土した。中層・下層からは遺物が出土しないことから、古墳時代後期頃にはこの谷は埋ま

っており、やや窪んだ地形になっていたものと考えられる。 また、このトレンチの北西部

で中世の池状遺構 ・溝を検出した。

A-2地区 台地東側斜面北側の北トレ

ンチである。ここからは、竪穴式住居跡8

基・落とし穴状土坑2基・多数の溝・ピッ

トなどを検出した。竪穴式住居跡の平面形

はいずれも方形である。竪穴式住居跡202

は、西側中央部に篭を設ける。この竃には

地山をトンネル状に掘り抜いた煙道が伴

う。8基の竪穴式住居跡の内、 4基は住居

跡の周囲に「コjの字形に溝をめぐらして

いる。地形からみて、雨水などが住居内に第 l図調査地位置図(1/50，000)
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平成5年度発掘調査略報

入らないようにするための排水溝と考えられる。これらの住居跡は 6世紀後半頃と考えら

れる。なお、竪穴式住居跡213は、出土した土器から弥生時代後期~古墳時代初め頃のも

のと考えられる。その他に、 2基の落とし穴状土坑を検出した。円形と方形のものがあり、

どちらも底にピットがみられることから、落とし穴の可能性もある。時期は不明である。

ピットについては建物としてまとまるものはない。

A-3地区 台地西側斜面南側のトレンチである。ここからも講をめぐらした住居跡を

2基検出した。竪穴式住居跡308の平面形は方形である。住居跡の南東隅に地山を掘り残

し、そこに煙道と焚口が直交する竃をもっ、いわゆる「青野型」の住居跡である。もう 一

基については、残存状態が悪く南東部のみを検出した。どちらも 6世紀後半頃のものと考

えられる。その他に、中世の池状遺構も検出した。

B地区 ここからは、古墳時代後期頃の竪穴式住居跡 l基と弥生時代後期~古墳時代初

め頃の円形住居跡の一部、落とし穴状土坑 l基などを検出した。竪穴式住居跡Bllの平面

形は、方形である。竃を南西隅に設ける、いわゆる「青野型jの住居跡である。落とし穴

状土坑は出土遺物がなく、時期は不明である。

まとめ まわりに溝をめぐらす住居跡は中丹地域では、福知山市広峯遺跡についで2例

目となる。広峯遺跡の住居跡は、山上の平坦地に位置し、数基の住居跡の内 l基だけが講

をめ ぐらしており、七百石遺跡のものとは状況が異なる。今回検出した集落跡は、斜面地

に営まれた集落の状況を示す一例として重要である。 (尾崎昌之)

第2図竪穴式住居跡SH308全景(西から)
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京都府埋蔵文化財情報第52号

23.池尻遺跡第 2次

所在地

調査期間

調査面積

亀岡市馬路町池尻

平成 5年10月 7日~平成 6年 1月28日

約600m2

はじめに 池尻遺跡は、亀岡市を南東流する大堰川左岸の馬路町池尻に所在し、遺跡の

範囲は東西総延長約750mを測り、遺跡の西端は船井郡八木町に接している。前回平成 3

年度の調査では、主に遺跡の東側を中心に行い、弥生時代前期の土坑及び溝跡や、奈良時

代の漆工の存在をうかがわせる漆付着土器を含む土坑などを確認している。また、今回の

調査の中心となった西側では、格子目タタキの入った平瓦や瓦当に四重弧文の施された軒

平瓦などを埋土に含む、南北方向の溝跡、などを確認した。今回の調査は、府道亀岡園部線

の改良工事に伴う平成3年度の追加調査である。なお、調査は、京都府土木建築部の依頼

を受けて実施した。

調査概要 調査は前回調査の22トレンチの面的調査を主目的にした。このトレンチを中

心に合計3か所の調査区を設けた。調査区の番号は、東側から第 l調査区、第 2調査区、

第3調査区とした。調査地周辺は、東から西へと比高を増す微高地状を呈しており、奈良

時代以前には大堰川の支流である三

俣川の氾濫源が及んでいる場所であ

る。東の第 l調査区と西の第3調査

区の遺構面の比高差は約1.8mを測

る。今回の調査では調査区の幅が約

10mと限定されていたため、建物跡

の規模及び遺構の性格の判明したも

のは少ないが、調査範囲内で寺域を

区画する東限及び西限の溝跡を確認

したことによって、およそ寺域を把

握することができた。寺域内では、

この区画溝の南北中軸線より東寄り

に花両岩を礎石とした礎石建物跡 1第l図調査地位置図(1150，000)
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平成5年度発掘調査略報

棟、また、この建物跡より

約20数m東には何らかの建

物跡の基壇と思われる南北

方向の石列も確認した。そ

のほか、これらの遺構に伴

うであろう雑舎的な掘立柱

建物跡も南北棟及び東西棟

のそれぞれ l棟ずつ検出し

た。今回の遺構の時期を示

すと思われる遺物は、東限

の溝跡から多数出土した。

その遺物の大半は布目瓦で

あり、その中にわずかに軒

丸瓦、軒平瓦が破片で10数

点含まれていた。また、こ

の瓦に共伴する遺物に須恵器 ・土師器がある。

まとめ 瓦の年代が白鳳から奈良時代初頭(7世紀後半-8世紀初頭)に時期設定できる

第2図調査地(上空から)

のに対し、出土した須恵器は 8世紀中頃~後半で数十年の開きがある。ただし、前回の調

査で、今回調査の東限溝から東へ約200mの場所で検出した土坑出土の須恵器の長頚瓶は、

前回分も含めて出土した瓦と時期がほぼ一致することから、今後寺域推定範囲内で同時期

の土器資料が出土する可能性はある。

今回の池尻遺跡の調査で大堰川左岸でも、藤原宮式、本薬師寺式の瓦が出土する寺院が

存在していたことを示す資料が得られた意義は大きい。

(柴暁彦)
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京都府埋蔵文化財情報第52号

24.伏見城 跡

所在地 京都市伏見区桃山毛利長門東町8

調査期間 平成 5年10月4日~平成 6年2月3日

調査面積 約1，220m' 

はじめに 今回の伏見城跡の発掘調査は、京都府立桃山高校の校舎改築に伴って、京都

府教育委員会管理課の依頼を受けて実施した。桃山高校は、古地図によると毛利安芸守屋

敷地に当たっており、桃山高校敷地内の発掘調査は今回で三回目に当たる。体育館下では

瓦溜まり、 2号館下では井戸跡、格技場下では南北方向の道路側溝などを確認しているが、

これらの調査地は大名屋敷地の縁辺部に位置しているらしく、建物跡などの顕著な遺構は

確認されていない。

調査概要 調査は、上層遺構面と下層遺構面で、行った。上層遺構面での伏見城関連の遺

構は、建物跡4棟、柵列跡 l列、士坑 1基などがある。建物跡は、調査地中央部で検出した

東西9間×南北2間以上のもの、調査地西側で検出した礎石建物は南北2間分×東西 5間

分がある 。 後者の柱穴は径 1m前後で、検出高は80cm程度を視IJ り、坑内には一辺60~80cm

の石を据えていた。調査地西端では、1.0mX1.3m、検出高40cmの土壌を検出した。内部

の底面近くでは土師器皿3枚、黒粕陶器猪口、鉄釘、炭化物などが出土した。規模や内容

から墓と推測される。その他に、東西方向の柵列や掘立柱建物跡と推定される柱穴列を 2

か所で検出した。上層遺構面の下面には、調査地中央部から西側一帯に盛り土層があり、

西に行くにつれて徐々に厚くなっており、西

端部では約 2mの厚さが認められた。この盛

り土層の下面が下層遺構面で、この直上に瓦

が廃棄された「瓦層」が確認され、この遺構

面にも多くの伏見城関連の遺構が存在するも

のと予想された。しかし、下層遺構面では予

想に反して、建物跡などの顕著な遺構は認め

られず、柱穴や土坑、溝跡を検出しただけで

あった。これらの遺構には瓦片が伴っており、

伏見城の時期と判断してよいものである。調査地位置図(1/50，000)
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平成 5年度発掘調査略報

まとめ 調査地内で、最大2mの整地層を確認し、その上下の面で伏見城期の遺構を検

出した。また、上層遺構面では建物跡を検出し、大名屋敷の中心施設の一部と考えられる。

しかし、下層遺構面では顕著な遺構は検出されず、丘陵斜面の一部が確認できたのみであ

った。これらのことから、伏見城下町には大規模な改造が認められ、この改造の前後で二

時期が想定される。

調査地全景(西から)

建物跡(商から)

-39一
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25.内里八丁遺跡

所在地 八幡市内里小字八丁 ・中島・日向堂

調査期間 平成 5年4月23日~平成 6年2月7日

調査面積 約l，300m'

はじめに 今回の調査は、京都南道路建設に伴うもので、建設省近畿地方建設局の依頼

を受けて実施した。内里八丁遺跡は、埋没した自然堤防上に営まれた弥生時代後期~中世

にかけての複合遺跡である。これまでに弥生時代後期~古墳時代初頭の水田跡を検出した

ほか、飛鳥 ・奈良~平安時代の掘立柱建物跡 ・溝・井戸を多数検出している。内里八丁遺

跡の調査は、昭和63年の試掘に始まり、平成 5年度はB地区で奈良時代遺構面下に存在す

る下層遺構を調査した。

調査概要 B地区では、多数の建物跡群を検出した奈良時代遺構面下の海抜10.9~1 1. 6

mの悶で、古墳時代後期(第3遺構面)と弥生時代後期末~古墳時代前期(第4遺構面)の二

時期の遺構面を検出した。

第 3遺精面 方形の竪穴式住居跡 l基を検出した。住居跡は、上層遺構の影響で遺存状

態が悪いが、北東側壁面の中央部に竃が存在する。

第4遺構面 調査地中央部以北から竪穴式住居跡 l基・埋葬主体部 l基を検出するとと

もに南部で水田跡を検出した。水田跡では、畦畔内から査 ・斐 ・高杯など祭杷色の強い遺

物の出土をみている。

まとめ 内里八丁遺跡は、調査対象範囲の

約 5割の調査を終えた段階にあり、今後の調

査は北部域が対象となる。内里八丁遺跡は、

各時期の中でも弥生時代後期末頃の水田跡

と、飛鳥・奈良時代の集落跡が中心的な遺跡

である。今後、調査が進むにつれ、内里八丁

遺跡の様相がより明らかになるものと期待さ

れる。

(竹原一彦)

-40一



正L字文を持つ規矩鏡について

研 究ノート

正 L 字 文を持つ規矩 鏡に つ いて

原田三害

京都府竹野郡弥栄町大田南5号墳から出土した青龍3年方格規矩四神鏡は説の紀年を持

つもので、景初 3年の卑弥呼の遣使以前に説と倭の交流を示すものとして注目を集めてい

る。この鏡の特徴のうち、内区図像、銘文等以外の主要な特徴として、 1)通常の規矩鏡の

逆L字文とは異なった正L字文であること、 2)長方形の鉦孔を持つこと、 3)銑孔が方格の

対角方向に閉口すること、 4)外周突線は持たないこと、などがあげられる。方格規矩鏡が

中国製かどうかの認定にはL字文の方向がしばしばその理由とされる。本稿はこのL字文

を通して青龍 3年鏡の性格を考える。語句の使用に際しては、文字どおりの L字を正L、

通常の規矩鏡に用いられている逆向きのLを逆Lと呼ぶ。

表 lは鏡式をもとにまとめたものである。名称、は、四神鏡といっても四神が揃っている

かどうかなど検討した結果の名称、ではなく、基本的には報告に依拠している。鏡式的には、

27面中14面が方格規矩四神鏡、 9面が方格規矩鳥文鏡、 2商が方格規矩渦文鏡、 2面が円

圏規矩四神鏡である。

まずはじめに、鏡の年代観であるが、鏡の特徴や報告をもとに後漢末三国時代からはず

れるものをあげておく 。

甘粛省慶陽県博物館蔵鏡は、銀座、主文、外区文様、乳、銘文等の単位文様の分析から

王葬~後漢初期まで遡るものである。広州漢墓出土鏡は後漢前期と報告する。鏡の年代観

と報告書に記載される年代とは検討の必要が感じられる。古鏡衆英掲載の竹内金平氏旧蔵

鏡も外区が古いタイプに多い凹帯であるものの、四神等の獣{象の表現はないようである。

次に、単位文様の中でも外区に注目しよう 。外区は、鋸歯文+複線波文+鋸歯文からな

るものが最も多く、これだけで全体の半分の日例ある。これに省略形の鋸歯文+複線、波文

やその変形の鋸歯文+鋸歯文十鋸歯文等を加えると、鋸歯文+複線波文の組み合わせから

なるものだけで20例にもなり全体の約3/4を占める。その他流雲文が5例、唐草文と凹帯

が1例ずつあるが、圧倒的に鋸歯文と複線波文の組み合わせのものが多い。

外周をめぐる 1条の圏線、すなわち外周突線を持つ鏡については福永伸哉氏の論考があ

-41-
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(桂 1)

り、三角縁神獣鏡との関連が明らかにされている。 ここで詳しくは触れないが、今のと

ころ本稿との関わりでいえば、外周突線を持つ規矩鏡は、正L字文を持つ可能性がきわめ

て高いことを付け加えておく 。

5 

1.椿井大塚山古墳(13)

5.大営村8号晋墓(1)

9. i.斤水県城関鎮(5) 

( )内は、表番号

図 l 正L字文を持つ方格規矩鏡

2.箪斎(12) 3.扶風県博物館旧蔵(16)

6小校(11) 7江漢考古(6) 

10.郡城(8) 11.慶陽博物館(9) 

4.広州4023号漠墓(24)

8古鏡図録中16(20)

12.扶風県採谷郷(4) 

η
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番号 鏡式

l 方格規矩

四神鏡

2 方格規矩

四神鏡

3 方格規矩

四神鏡

4 方格規矩

四神鏡

5 方格規矩

四神鏡

6 方格規矩

四神鏡

7 方格規矩

四神鏡

8 方格規矩

四神鏡

9 方格規矩

四神鏡

10 方格規矩

四神鏡

11 方格規矩

四神鏡

12 方格規矩

四神鏡

13 方格規矩

四神鏡

14 方格規矩

四神鏡

15 方格規矩

鳥文鏡

16 方格規矩

鳥文鏡

17 方格規矩

鳥文鏡

18 方格規矩

鳥文鏡

正L字文を持つ規矩鏡について

付表 正L字文を持つ方格規矩鏡出土遺跡一覧表

出土地 外区 銘 文 直径 特徴等 文献

i可北省北原大営 鋸+鋸+青同之寛明且好、口口長生買者 15.2 文物83-10

村 8号晋墓 鋸+圏線 口

河北省撫寧県留 鋸+鋸+ 15.8 鉦孔方向 文物春秋

守営鎮馬庄村 鋸 91-2 

吉林省吉林市烏 鋸+複波 9.5 吉林出土

投街遺右上 銅鏡18

侠西省扶風県採 鋸+流雲 上太山、見老人、食玉央、飲i豊 16.6 鉦孔方向 文博88-4
谷郷陵東村 泉、馬如龍、東浮i接、宜官於、

保子孫、貧富昌、楽未央分

山東省祈水県城 鋸+変形 11. 5 文物91-7

関鎮后古城 流雲

北京、湖北、河 鋸+鋸 尚方乍覚、母得之有山人去羊今 15.5 江漢考古

南等のいずれか 93-3 

所江省蝶県 鋸+複波 尚方乍寛農大巧、上有山人不知 18.0 i折江16

+鋸 老、渇次玉泉食j凡棄

湖北省都城 鋸+流雲 尚方作寛大母傷、左龍右虎僻不 16.0 銅鏡図典

羊、朱爵玄武順陰陽、子孫備具 268 
居中央、長保二親具富昌、知余

王

甘粛省 鋸+流雲 新有善銅出丹陽、調i東冶寛大母 21. 5 鐙孔方向 文物87-6

慶陽博物館蔵 傷、左龍右虎掌囚彰、朱鳥玄武

順陰陽、子孫備具居中央、長保

二親如余王、千秋万歳楽未央

鋸+流雲 尚方作寛成大口、上有山人不口 16.0 巌窟249

老口

鋸+鋸 尚方乍克莫大巧、上有口口口口 小校巻

老、渇次玉泉i凡食築 15-24 

鋸+複波 口氏作寛口口口、左龍右寅口口 鉦孔方向 箪斎上31

+鋸 口、 二親備具子孫昌、口如公三

口楽未、口口

尽都府相楽郡山 鋸+複波 羊作同寛甚大工、上有山口不知 18.4 鉦孔方向 椿井35

城町椿井大塚山 +鋸+圏 老、服者長生買主害事 鉦上に突

古墳 線 起

尽都府竹野郡弥 鋸+複波 青龍三年顔氏作寛成文章、左龍 17.4 鉦孔方向

栄町大国南 5号 +鋸 右虎僻不詳、朱爵玄武順陰陽、

墳 八子九孫j台中央、害事如金石宜主を

王

遼寧省遼陽市三 鋸+複波 吾作大鏡員是好、同出余州青且 16.8 鉦上に突 文参55-12

道壕 l号墓 +鋸+圏 明分 起

線

侠西省扶風県博 鋸+複波 王氏作寛農大好、上有山人不知 16.0 文博88-4

物館旧蔵 +鋸 者、渇次玉泉j凡食菜、浮務天下

数回海、察知金石篤国保

河北-i可南 鋸+鋸+青同之鏡甚大工、上有山人食文 12.8 V字文欠 巌窟262
鋸 銃孔方向

江蘇省南京市 鋸+複波 考古59-1
栖霞山付近漢墓 +鋸
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19 方格規矩 鋸+複波 吾造之寛口陽、巧工作成文章、 古鏡図録

鳥文鏡 +鋸+圏 令君高位、宣会王子孫千人 中27

線

20 方格規矩 鋸+鋸 口氏乍寛母少有、服者口口口口 古鏡図録

鳥文鏡 女王口口宜孫子、楽無巳 中16

21 方格競矩 鳥取県東伯郡羽 鋸+複波 吾作大寛好且明、上景未守作意 15.2 山陰

鳥文鏡 合町馬ノ山 4号 +鋸+圏 口去不羊子口干口口口長楽天口

墳 線 口

22 方格規矩 福岡県小郡市津 鋸+複波 13.9 鉦孔方向 i掌古生掛

鳥文鏡 古生掛古墳 +鋸+圏 E 

線

23 方格規矩 熊本県宇土市向 鋸+複i皮青同作克明大好、長生宜子孫 18.4 向野田古

鳥文鏡 野田古墳 +鋸+圏 墳

線

24 方格規矩 広東省広州市 鋸+複波 調治佳寛子孫息、長保二親得天 13.4 庚州漠墓

渦文鏡 4023号漢墓 +鋸 力、傍人后世楽母極

25 方格規矩 竹内金平氏旧蔵 凹帯 11. 4 来英29-3

渦文鏡

26 円圏規矩 ロイヤルオンタ 鋸+複波 長保子宜孫公至位 欧米

四神鏡 リオ博物館蔵鏡 +鋸+圏

線

27 円圏規矩 鋸+唐草 君宜高官保子孫 16.5 銃上に突 銅鏡鑑賞

四神鏡 +圏線 起

参考 方格規矩 山東か 鋸+複波 吾作佳鏡自有尚、工師刻{象主文 15.6 鐙孔方向 巌窟265

四神鏡 +鋸 章、上有古守僻非羊、服之害事考

宜主是王

ここで、鋸歯文+複線波文の組み合わせの変形である鋸歯文を三重に重ねるものをとり

あげる。鏡式的には四神鏡が2面、鳥文鏡が 1面の計3面ある。内区図像では、大営村出

土鏡は、亀の甲羅と足の表現、蛇は亀にからみつくものの亀の頭部は欠落していることな

どから、玄武像にくずれが見られる。同じ四神鏡どうし比較すれば、型式的前後関係を把

握することができるかも知れないが、撫寧県出土鏡は図版不鮮明のためそうした検討がで

きないのが残念である。重要な資料であるので、より詳細な報告と鮮明な図版が期待され

る。この 2面の出土地はともに河北省であり、もう l面の巌窟262鏡は河北~河南という 。

巌窟蔵鏡には出土地不明なものが多いが、どちらかといえばこの鏡の出土地は関連鏡を勘

案して河南省よりは河北省の方が可能性が高かろう 。

河北撫寧県出土鏡は銘文がないが、銘文を持つ大営村出土鏡と巌窟262鏡は、冒頭の語

句がともに「青同之覚」と同じで、「之」を使用する。この 2面以外にも古鏡図録27鏡が

「吾造之寛j と之を用いている。この之であるが、之を使わずとも「作jで通常の銘文同

様文意が通じるにもかかわらず、あえて「之」を使用しているところに注意する必要があ

る。大営村鏡と古鏡図録27鏡はともに外周突線を持つことからも、その関連は明らかだが、

d
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正L字文を持つ規矩鏡について

それ以外では銘文的にもともに之を使用していることが重要である。之の使用といえば、

景初 4年鏡の「景初四年五月丙午之日Jが思い出される。ただ、景初 4年鏡は四六耕傭体

で文を整えるため之を挿入していると考えられるので、大営村鏡等で用いるような之の使

用方法とは異なっており、単純に同ーのものと捉えることはできない。

出土地の分布を見ると、ほほ中国全土からまんべんなく出土しているように見える。た

だし内容を吟味すると、そのうちの外周突線を持つものや鋸歯文を三重にかさねる河北、

遼寧出土鏡は、先述したように相互の関連性が明らかで、 1つのグループとして把握する

ことができる。それ以外で中原以南の各省から l例ずつ出土しているものは、その他共通

する特徴等認められず、数量も l面のみであることから規矩鏡中の単発的な特殊事例のよ

うである。したがって河北省を中心に分布するものとは、区別して考える必要がある。

以上のことから、正L字文を持つ鏡は中国東北部と日本列島(なかでも西日本)に分布の

特徴があることがわかる。それとあわせて、楽浪郡等の朝鮮半島からの出土がないことも

注意が必要で、ある。後漢末三国初頭は中国東北部には公孫氏が勢力を広げており、いわば

四国時代ともいうべき状況にあった。公孫淵が司馬誌に滅ぼされるのは景初 2年だが、青

龍3年鏡の製作背景を明らかにする上でも、今後関連鏡のより綴密な資料の検討がなされ

ねばな らない。

その他の特徴として、鉦孔方向のずれと鉦上の突起に注目したい。

鉦孔方向は、普通方格規矩鏡では子午の方向に関口する。それが鉦孔方向のずれるもの

は、椿井鏡では寅申の方向、青龍3年鏡では辰成の方向に閉口し、子午の方向から約45度

近く振れている。方格の対角方向に開口するものは、資料ごとにわずかな角度の違いはあ

るものの合計9面ある。方格規矩鏡で、このような鉦孔方向を振るものは参考として加え

た巌窟265鏡以外はいずれも正L字文である。巌窟265鏡は262鏡とは L字の方向が異なる

が、作者の梁上椿もその類似に注目し、同時期の同種類の作品であろうとした資料である。

確かに作行等かなり 262鏡と近いものがあるが、この 2面は梁氏の記述していない鉦孔の

開口方向という共通点を指摘することができょう 。

鉦上に見られる突起は椿井鏡をはじめとして 4例に残る。これは鏡を製作する際、ブン

マワシで円を描くが、その痕がついたままで削り取られず残っているものであろう 。つま

り完成に際し鉦上部が未処理であるということができる。これは珍しいことで、普通はセ

ンやヤスリで削り取って平坦に処理されている。表からも明らかなように、こうした突起

の残る資料に限り、外周突線を合わせ持つことから、関連鏡のより 一層の深い結びつきが

裏付けられよう 。

内区の図像では、文様の構成、配置等の問題があるが、ここでは紙幅の関係から四神を

phυ 
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はじめとした鳥獣の方向にだけ触れる。

{桂2)

福永氏は外周突線とともに玄武の方向にも注目している。それによれば、方格規矩鏡の

ほとんどの玄武像が右向き(つまり左回り)になるという 。 ここでも玄武を中心に禽獣の方

向を確認しておくと、正L字文にも関わらず漸江16と小校は時計と逆方向の左回りになっ

ている。 この 2例以外は玄武像が時計回りの方向、つまり玄武像自身は左向きである 。原

則から逸脱した L字文と玄武の向きといった文様配置の関連性は、工人問題をも踏まえた

製作体制へ踏み込んでいく資料となりえよう 。

本稿は、青龍 3年鏡の正L字文の特徴に注目し、その特徴を持つ資料を検討し関連性を

探ることを主眼においた。作業的には主たる鏡の報告書を中心に調べたが、時間的な制約

もありまだまだ準備不足で、漏れた資料もあるに違いない。関連資料についてご教示いた

だければ幸いで、ある。

(はらだ・みつひさ=京都府教育庁指導部文化財保護課技師)

注 l 福永伸哉 1991 三角縁神獣鏡の系譜と性格J( r考古学研究J149 考古学研究会)

1992 規矩鏡における特異な一群一三角縁神獣鏡との関連をめぐって-J ( r究
班j埋蔵文化財研究会15周年記念論文集 15周年記念論文集編集委員会)

注 2 福永伸哉 1992 254頁

なお、書物の略号及び出典は次のとおりである。

l 黄秀純、朱志剛 1983 北京市j順義県大営村西晋墓発掘簡報J( r文物J1983年10期)

2 越大海 1991 I河北撫寧出土的四件古代銅鏡J( r文物春秋J1991年2期)

3 張英 1990 吉林出土銅鏡』 文物出版社

4、16 王倉西 1988 I扶風博物館蔵歴代銅鏡介紹J( r文博J1988年4期)

5 孔繁剛 1991 山東祈水県征集的古代銅鏡J( r文物J1991年7期)

6 楊唐深 1993 武漢大学歴史系収蔵的一批銅鏡J( r江漢考古J1993年3期)

7 王士倫編 1987 ri折江出土銅鏡J(文物出版社)

8 孔祥星 1992 中国鍋鏡図典J(文物出版社)

9 許俊臣、 ~J得禎 1987 慶陽博物館蔵漢代四神規矩鏡J( r文物J1987年6期 文物出版社)

10、17 梁上椿 1940~ 1942 巌窟蔵鏡J(田中 琢、岡村秀典訳 1989 同朋舎)

11 劉体智 1935 小校経閣金文』

12 陳介棋 1925 賞斎蔵鏡j

13 京都大学考古学研究室編 1989 椿井大塚山古墳と三角縁神獣鏡j京都大学文学部

14 弥栄町教育委員会、峰山町教育委員会 1994 I大田南 5号墳ほか説明資料j

15 東北博物館 1955 I遼陽三道壕両座壁画墓的清理工作簡報J( r文物参考資料J1955年12期)

18 葛家連 1959 南京栖霞山及其附近漢墓清理簡報J( r考古J1959年 I期)

19、20 羅振玉 1916 古鏡図録j

21 大村俊夫 1978 山陰の前期古墳文化の研究 IJ (山陰考古学研究所記録第 2) 

22 宮田浩之編 1988 津古生掛遺跡 IIJ (小郡市文化財調査報告書第27集)

23 富樫卯三郎 1978 向野田古墳J(字戸市埋蔵文化財調査報告書第 2集)

24 中国社会科学院考古研究所、広州市文物管理委員会、広州市博物館 1981 庚州漢墓J(中国

田野考古報告集考古学専刊丁種第21号文物出版社)

25 後藤守一 1942 古鏡衆英 上篇 秦鏡と漢六朝鏡』

26 梅原末治 1933 欧米蒐儲支那古銅精華 鑑鏡部j

27 程長新、程瑞秀 1989 銅鏡鑑賞J(北京燕山出版社)
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資料紹介

大 山崎町下植野南遺跡出土の遺物

中 川 和哉

1 .は じめに

今回紹介する遺物は、昭和63年度から当センターが実施している中央自動車道西宮線

(通称名神高速道路)の拡幅工事に伴う発掘調査のうち、下植野南蓬跡で、出土した遺物及び

近接する算用田i齢、出土遺物で、ある。

下植野南遺跡は、京都府と大阪府の府境に位置する京都府乙訓郡大山崎町を北から南に

ノ，、

第 l図調査トレンチ位置図

-47 

A 
A地区試掘トレンチ
B地区
C-l地区
C-2地区
C-4地区
C-3地区
算用田遺跡1985年トレンチ
算周囲遺跡1992年トレンチ
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流れる天井川である小泉川に近接し、その東側に広がる。遺跡は、海抜13m前後に位置し

ている。下植野南遺跡は、縄文時代から近世に至るまでの複合遺跡であるが、古墳時代と

奈良 ・平安時代に最も遺構 ・遺物が増加する。各時代を通して、天井川である小泉川が原

因であると想定できる洪水跡や、短期間で埋ま った自然流路跡が北から南の方向に多く認

められる。

古墳時代の遺物の中には、古墳以外では検出されることが希な遺物、またそのもの自身

の出土例が稀有なものが認められる。これまで概報ごとに分散して掲載された資料や未発

表の資料を特記して、この遺跡の特殊性を明らかにしていきたい。

2.出土遺物(第2・3図)

中央自動車道西宮線(通称名神高速道路)の拡幅工事に伴う発掘調査のうち、下植野南遺

跡にかかる発掘調査区は、第 l 図に示したようにA ~ E までの地区に分け、 トレンチによ

っては校番号を付けて呼称、している。

①A地区

A地区出土の遺物の多くは、包含層出土遺物である。 1.2は、樽形聴である。 lは、

体部端部のみの出土である。外面は刷毛によ って十字に施文されている。2は、体部外面

が沈線によって区画された中を、それぞ、れ2単位の波状文によ って施文されている。3は、

完形の状態で出土した聴である。底部は外面から穿孔されている。外面は赤みを帯びた暗

灰色を呈する。4・5は、把手付鉢である。4は、底部に手持ちへラケズリの跡が認められ

る。胎土は粗く、器壁外面は暗青灰色を呈するが断面は赤褐色である。この個体は、 A地

区の試掘時に出土したものである。5は、体部に波状文が施されている。6は、青灰色を

呈する須恵器の高杯である。脚部の透かしは円形で外側から穿孔されている。7は、平底

の査と考えられる須恵器である。沈線と波状文によって施文されている。8~ 10は、須恵

器の棄である。いずれも口縁端部近くの外面に断面三角形の突帯をもっ。この特徴は、 T

K73型式の棄の口縁部に共通する特徴である。8は、比較的小形で胎土が細かく、器壁が

薄い。外面は暗灰色を呈し断面は暗赤褐色である。体部内外面は、残存している部分では

丁寧にナデられている。9は、胎土が粗く他の須恵器の胎土と異なる。10は、口縁端部が

面をもっ斐である。体部内外面には調整のタタキの痕跡が認められるが、ナデによ って消

されている。11は、須恵器の甑と考えられる土器である。把手部分には、縦方向に講が刻ま

れている。口縁部は 1/3程残存しているが、ひずみが大きいため器壁の傾きが変わる可

能性も高い。器壁外商は暗青灰色を呈し、内面は外面に比べやや白味を帯び、断面は赤褐

色である。外面は縦方向の並行タタキの跡が認められ、タタキの後に沈線が施されている。

-48-



資料紹介

1 

11/詞

3 

←司ー-与•. 
，v
 

、・リ'

田

-
U

L

e
-
-ト，

，，

d
刷

-aaa----.，，，
，

4
 

-
P
Ad----v
da 

三
ユ，

5 

9 

10 

，.，九、.. ¥IIt¥¥、相、、、輸

" 

(コ

7 

11 

遺物実測図(1)

-49-

第 2図



第52号

13 

、、. 

16 

ーーー-

r=-
tニー

「一「ー

12 

良一
W

E
a
-
-
H
1
 

4
馳
'

に一寸ー二万三》

鵠

14 

γ

也、 17 

5~m 。

遺物実i<<IJ図(2)

ハU
Fh
d
 

第3図



資料紹介

Y=-27.780 Y=-27.781 

⑤ 
"""回、h

X=-121.757 

v e えj

守込

が鳴与三

O 
Xo-121.758 

。
1lm 。③ O 

第4図 S X36822遺物出土状況

内面は横方向のナデが認められるが、把手の裏面は強い横方向のナデが施されている。

12は、大型の須恵器の脚部である。上部には接合痕が認められる。胸部外面には上下に

lか所ずつ接合痕が認められることから、装飾付須恵器であった可能性が高い。13は、口

径が約26cmの杯身である。底部には回転ヘラケズリが認められる。12・13は、 MT15と考

えられる須恵器と共に出土している。

14は、土師質の把手部分である。上面には縦長の刺突が認められる。15は、土師質の格

子目タタキを外面にもつ土器の体部である。いわゆる韓式土器と考えられる。

②B地区

17は、革袋形の須恵器である。体部外面には半裁竹管による施文状の紋様が施されてい

る。18は、古墳時代の包含層から出土した土製の馬形である。手ずくねによ って造られて

おり胴部は中空である。21は、古墳時代の竪穴式住居祉の埋土からの出土ではあるが、青

銅製の素文鏡が出土している。鉦は中央部にあり穿孔が施されている。
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③c-4地区

16は、軟質の韓式土器である。器形は聾を呈し、外面には格子目のタタキが施され、内

面はケズリによって調整されている。胎土はきめが細かく土師器に比べ焼成もよい。

④算周囲遺跡

19は、大山崎町教育委員会によって実施された1985年調査時に出土した須恵質の鳥形車

と想定できる資料である。器壁外面には竹管による施文が施されている。また、当センタ

ーによって発掘調査された1992年度の発掘調査区内からは、 20の器壁外面に縄滞文をもっ、

須恵質の土器体部が出土している。

3.小結

以上に提示してきた遺物は、 TK73型式と考えられる初期須恵器や韓式土器、通常墳墓

に埋納されることが多い惑や装飾付き須恵器である。これらの土器は住居壮等の一般に認

められる生活遺構からの出土遺物とは器種の構成が異なっている。

B地区においては、第4図で示した SX36822ように完形の須恵器土師器の土器群が埋

置した状態で検出されている。図上に黒い点で示しているのは滑石製の臼玉で、 130点(現

在洗い出し中で、増加する可能性が大きい)出土している。SX36822のような遺構は、 B

地区では他に 3か所認められる。いずれも TK10前後の時期に位置付けられる。これらの

遺構は北から南に流れる古墳時代の自然流路に近接しており、同じ調査区から検出された

21の素文鏡や馬形の存在からも水辺の祭犯跡と想定される。

ここで示したA地区や小泉川の下流部に位置する算用田遺跡の遺物の多くがSX36822 

よりも古い時期のものであるが、これらの特殊な遺物の存在から下植野南遺跡周辺の水辺

の祭把が5世紀代に遡ることが想定できる。

(なかがわ・かずや=当センター調査第2課調査第4係調査員)

注 l 戸原和人・竹井治雄・石尾政信他「長岡京跡左京第216・241・242次、右京第349・357次発掘

調査概要J( r京都府遺跡調査概報j第47冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター)

1992、戸原和人・竹井治雄・石尾政信・岩松保・中川和哉・鍋田 勇他「名神高速道路関係

遺跡平成4年度発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報』第57冊 (財)京都府埋蔵文化財調査

研究センター) 1994 

注2 林 亨『算用田遺跡ー右京192次発掘調査概報-J ( r大山崎町埋蔵文化財調査報告書』第9

集 大山崎町教育委員会) 1991、中川和哉「算用田遺跡発掘調査概要(IK-16)J ( r京都府

遺跡調査概報j第53冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1993 
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62.法 住 寺 殿跡

法住寺殿は、後白河法皇の居所として著名で、木曾義仲が平安時代の末に襲撃して後白

河法皇方を打ち破った場所としても名高いところである。

この法住寺殿という地名は、元来がこの地域にあった法住寺の名前にちなんでいる。法

住寺は、 当時の右大臣であった藤原為光が永延 2(988)年3月に建立した寺院で、 『栄花物

語jにも記載されている。それによれば、当時の円融上皇以下多くの公卿も供養には参加

しており、相当の大きな寺院であったことがわかる。この法住寺の場所は、 『阿裟婆抄j

や 『拾芥抄jによれば、「法性寺北」とあることから、杉山信三氏は七条の末から八条坊

門末の間にあって、しかも山手側と推定されている。

この法住寺は、創建者の藤原為光が正暦 3(992)年 6月に太政大臣で一条殿で莞去する

と、弟で僧侶であった尋光が管理するところとなった。この尋光が法住寺の管理をしてい

る聞に、藤原道長の息子である長家の妻の法要が営まれたりしている。藤原長家の妻の法

要は、法住寺の創建者である為光の孫に当たることによっているとみられる。

このように、摂関期に建立された法住寺ではあるが、長元 5(1032)年12月8日に藤原頼

宗の九条第から出火した火事の類焼のため、焼亡することになった。その後の寺院として

の歩みについては、史料がなく、全くわからない。

この法住寺の跡地が後白河上皇の院御所として史上に姿をみせるのが、永暦2(1161)年

であり、法住寺焼亡から約130年が経過して

いる。その問、法住寺では近衛天皇の四十九

日の法要が営まれたりするなど、寺院として

は一応存続していたことがうかがわれる。後

白河上皇が法住寺殿へ移るのは、 『続群書類

従j所引の『法住寺殿御移徒部類jによれば、

永暦2(1161)年4月13日の夜のことである。

そこには、「今夜、上皇東山御所移徒也j と

あって、新たに建設された法住寺殿は、「東

山御所Jとも呼ばれたことがわかる。同書に 遺跡所在地(1/50.000)
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は、元来、法住寺殿の建立は、法住寺の地であると同時に、藤原信西の屋敷地であったこ

とが見えている。その地は、前年の平治の乱の時に焼失したため、平治の乱の首謀者で死

亡した藤原信頼の中御門西洞院の雑屋を移築して建立したのである。

こうして法住寺殿の建設が始まり、翌永暦2年には上皇が院御所と定めてからは、次第

に御所の内部が拡張され始めた。これは、後白河院政が軌道に乗って権力の中枢になった

ことだけでなく、建春門院や高倉天皇が立太子するときまで同居したことなども、拡充の

要因としてあげられよう 。法住寺殿は、鵬谷 寿氏の考証によれば、北殿と南殿に分かれ、

史料上では、「七条御所Jr七条上御所jと呼ばれる「法住寺北殿Jが先に建立されたよう

である。建春門院は、この北殿を御座所として、東宮の行啓を受けている。

その後、仁安2(1167)年正月 19日に新造の御所として法住寺南殿へ上皇が移っている。

この法住寺南殿は、史料では「南殿Jとか、単に「司法住寺殿jと呼ばれて出てくる。『兵

範記』の同日条によれば、「今夜、法住寺新造御所、上皇渡御、移徒儀、 7象去四日勘日時、

被定雑事」とあり、この月の四日に移る日を決定していたのであるから、殿舎の建築はそ

れよりも前に完成していたことがうかがわれる。しかも、続く 20日条には、「法住寺殿、

件御所、従三位俊盛卿去年奉院宣募讃岐周防両国功」とあり、前年の仁安元年から造営が

あったことを示している。このことは、北殿が造営されてわずか 5年後にすぎない。

その後しばらくは、この法住寺南殿での事業がかなり多くなる。後白河上皇が今様に精

進したことはよく知られているが、 15日間毎夜連続して今様が催されたのもこの南殿であ

る。また、上皇の出家も南殿の御機悔堂で行われている。その構造も、太田静六氏が承安

4(1174)年の高倉天皇の朝現行幸や七番相撲御覧のときの記事をもとに詳細に復原されて

いる。それによれば、寝殿(正殿)を中心に北・東・西に対屋を設け、南に大きな庭を空閑

地として設け、さ らにその南に南池を設けるといった、典型的な寝殿造りであった。

承安4(1174)年8月になると、後白河法皇と建春門院は、七条殿へ移っている。この時

の渡御は、『吉記jの承安4年8月10日条によれば、「今夜雨院七僚殿御移渡也、本舎屋難

無指破損、偏以破却、今被入東西郭、所被新造也、矯院沙汰、西光一向造管也、御移徒事、

泰経朝臣奉行之、毎事略儀云々。(下略)J とあり、それほどの破損はなかったが、新たに

東西郭を法皇の沙汰で西光法師が造営したことが記されている。これ以後、法皇夫妻はし

ばらく北殿ですごしており、安元 2(1176)年の建春門院の崩御に伴う仏事も七条殿、すな

わち法住寺北殿で行われている。

ところが、鹿ヶ谷の変を経て、治承3(1179)年11月になると、平j青盛は後白河法皇を鳥

羽殿へ幽閉したため、しばらく法皇はここを御在所として使うことはなかった。しかし、

清盛の死後わずか 1か月足らずで、治承5(1181)年閏2月25日に法皇は再び法住寺殿へと
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移っているのである。さらにその年の12月になると、南殿の北西のごく近いところに新造

の御所を建てて、妹の八条院とともに移っている。

ところが、寿永 2(1183)年 7月になると、平氏は安徳天皇を奉じて都落ちし、東固から

は木曾義仲と源行家の源氏軍が入京してきた。はじめは、良好であった法皇と義仲は、源

頼朝の使者としてやってきた義経の入京を拒否して、鎌倉と対立関係にはいった。すると、

急速に法皇と義仲の対立も激しくなり、 11月にはいると、対立は決定的になった。11月18

日には後鳥羽天皇も法住寺殿へ行幸し、法住寺殿は防備を固めた。木曾義仲は、翌日日に

法住寺殿を急襲した。『玉業jなどによれば、義仲は法住寺殿を 2時間ほどの聞に落とし

てしまい、法皇は松殿基房の五条東洞院邸に移されることになった。

このようにして、法住寺殿は炎上して灰撞に帰してしまった。その後、再建されるのは、

平氏や奥州藤原氏が滅んでからのことで、建久2(1191)年春に源頼朝の命令で法住寺殿の

再建が開始された。後白河法皇は、いったんこの再建された法住寺殿へ入ったが、まもな

く、六条殿へ戻り、翌3年に崩御する。

鎌倉時代以降の法住寺殿は、再び法住寺という寺院として登場することの方が多くなる。

特に、山科家の祖先である丹後局が後白河法皇の寵愛をえて権力を振るったことから、山

科家の管理のもとに入った。この法住寺を始め、法住寺の付属施設としての蓮華王院や最

勝光院が存続することになった。そのうち、最勝光院は正安 3(1301)年に火事で延焼して

しまい、今は蓮華王院の中の三十三間堂が残っているにすぎない。

この法住寺殿跡は、 1965年、 1975年、 1978年に大きな調査が実施された。その中でも、

七条通りの南側で、七条通りと東大路通りの交差点付近で鎧や弓矢など数体分が見つかっ

た土坑が検出されている。この鎧などと伴出した土師器の年代が12世紀であることから、

鎧や弓矢が木曾義仲の法住寺殿襲撃と関係のある武将か、もしくは院方の武将のものであ

る可能性が強く指摘されている。

(土 橋 誠)

<参考文献>

太田静六「後白河上皇の『法住寺殿jに就いてJr考古学雑誌J34-2 1944 

大石良材「法住寺殿跡発掘調査概要J( r埋蔵文化財発掘調査概報(1966)J 京都府教育委員会) 1966 

寺島孝一「法住寺跡出土の鬼瓦Jr古代文化J31-1 1979.1 

佐々木英夫「法住寺跡出土の常滑査Jr古代文化J31-3 1979.3 

杉山信三『院家建築の研究j 吉川弘文館 1981 

寺島孝一 ・飯島武次 ・脱谷 寿ほか『法住寺殿跡J(平安京跡研究調査報告第13輯 (財)古代撃協曾)
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長岡京跡調査だより・ 49

平成6年 2月23日・3月23日.4月28日に開催された長岡京連絡協議会で報告のあった

発掘調査は、宮内 3件、左京域23件、右京域14件、京外その他4件の計44件であった(一

覧表 ・位置図参照)。このうち、主なものについて調査成果を簡単に紹介する。

調査地一覧表

(1994年4月末現在)

番号 次 数 調査地 調査機関 調査期間

宮内第284次 向日市上植野町南開54-1 (財)向日市埋文 2/21-3/9 I 

2 宮内第285次 向日市森本町薮路27 (財)向日市埋文 4/11-5/17 I 

3 宮内第286次 向日市寺戸町南垣内61 (財)向日市埋文 4/18-5/20 

4 左尽第286次 尽都市伏見区久我本町 (財)尽都府埋文 4/7-3/4 

5 左尽第303次 尽都市南区久世東土川 (財)尽都府埋文 4/7-8/2 

6 左京第304次 尽都市南区久世東土川長丸 (財)尽都府埋文 6/22-3/4 

7 左尽第306次 尽都市伏見区淀橋爪町 (財)尽都市捜文 4/1-3/31 

8 左尽第313次 尽都市伏見区久我本町 (財)尽都府埋文 7126-

9 左京第315次 京都市伏見区久我西出 (財)尽都府埋文 9/6-2/25 

10 左京第317次 京都市伏見区久我本町 (財)京都府埋文 10/25-2/25 

11 左JI¥第320次 向日市鶏冠井町卜相他 (財)向日市埋文 1/18-1/26 

12 左京第321次 京都市伏見区羽束師古川町 (財)尽都市埋文 1/18-3/14 

13 左尽第322次 向日市上植野町角前10-1 (財)向日市埋文 2/1-3/14 

14 左尽第323次 向日市鶏冠井町十相4 (財)向日市埋文 1/31-3/4 

15 左京第324次 向日市鶏冠井町沢の東5 (財)向日市埋文 2/7-2/25 

16 左尽第325次 長岡泉市東神足二丁目119他 (財)長岡尽市埋文 3/23-3/31 

17 左尽第326次 長岡京市神足麦生4-7・5-5 (財)長岡京市埋文 3/14-4/12 

18 左尽第327次 向日市森本町石田12・13 (財)向日市埋文 4/4-6/24 

19 左京第328次 向日市鶏冠井町上古 (財)向日市埋文 4/1-6/30 

20 左尽第329次 京都市南区東土川町金井回 (財)尽都府埋文 4/11-

21 左京第330次 京都市南区東土川町正登 (財)京都府埋文 4/11-

22 左京第331次 尽都市南区東土川町正登 (財)尽都府埋文 4/11-

23 左尽第332次 向日市鶏冠井町清水 (財)尽都府埋文 4/11-

24 左京第338次 長岡京市神足ミドロ14-1 (財)長岡京市埋文 4/18-

25 左尽第339次 尽都市伏見区淀橋爪町地内 (財)尽都市埋文 4/1-

26 左尽第340次 呆都市南区久世東土川町 (財)尽都市埋文 4/4-

27 右京第428次 大山崎町下植野寺門・五条本 (財)京都府埋文 4/7-3/4 

28 右尽第453次 長岡泉市友岡二丁目113-5 (財)長岡尽市埋文 1/10-3/14 

29 右京第454次 大山崎町円明寺仏生回5 大山崎町教委 12/20-2/22 

30 右京第455次 長岡尽市長岡一丁目323 (財)長岡京市埋文 1/20-2/17 

31 右京第457次 長岡尽市久貝一丁目551-4 (財)長岡尽市埋文 2/2-2/10 

32 右京第458次 長岡泉市久貝二丁目215-3 (財)長岡京市埋文 2/3-2/19 
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33 右尽第459次 長岡泉市長法寺清水ヶ瀬2-3 (財)長岡京市埋文 2/16-3/4 

34 右京第460次 長岡泉市天神一丁目414-1 (財)長岡尽市埋文 2/28-4/15 

35 右京第461次 大山崎町円明寺商法寺34-1 大山崎町教委 2/24-3/31 

36 右京第462次 大山崎町円明寺西法寺1-30 大山崎町教委 2/24-3/4 

37 右尽第463次 大山崎町円明寺西法寺40-5 大山崎町教委 2/24-3/31 

38 右尽第464次 長岡泉市神足三丁目213-1 (財)長岡京市埋文 4/1-4/20 

39 右尽第465次 長岡京市馬場民家浦40-4・5 (財)長岡京市埋文 4/12-5/11 

40 右京第467次 大山崎町下植野宮脇91・92 大山崎町教委 4/8-4/22 

41 西ノ岡遺跡第3次 向日市物集女町吉田l (財)向日市埋文 2/14-4/13 

42 中海道遺跡第24次 向日市物集女町クズ子7 (財)向日市埋文 3/9-3/11 

43 中海道遺跡第25次 向日市物集女町御所海道3-2 (財)向日市埋文 1/6-2/7 

44 中海道遺跡第26次 向日市物集女町御所海道1-1 (財)向日市埋文 2/8-3/11 

宮内第284次(1) (財)向日市埋蔵文化財センター

左京第326次(17)

その他

朝堂院南方官街地域の調査。従前より確認されている南北棟の

礎石建物跡(S B 20100)の南東部分を調査した。建物規模は、 2

間X7問(以上)で、東西両面に府を持ち、柱聞は、梁間 3m(lO 

尺)・桁行3.9m(l3尺)に復原される。今回、東側柱心から東2.1 

mの部分で凝灰岩地覆石の痕跡を検出した。この建物跡は、朝堂

院の東西両朝堂と規模・構造とも等しく、西朝集殿に相当する可

能性が大きい。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

東一坊大路東側溝及び、六条条間小路南側溝を確認。同大路の

溝内の 2か所から、石塊と板材を組み合わせた橋状の遺構を検出

した。溝内からは、長岡京期の土器類を中心に、二彩陶器、製塩

土器、線刻・墨書土器、漆付着土器、土馬、木筒、木製品(櫛 ・

糸巻)、鉄釘、皇朝銭(和同開称 ・神功開賓)、碁石、獣骨、種子

など、多種の遺物が出土した。

出土遺物のトピックスでは、左京第304次(6 )の調査で、墨で

手綱や鞍を描いた土馬 l点、左京第338次 (24)では、烏帽子か撲

頭と思われる漆塗布製品と漆紙文書、左京第339次 (25)では、古

墳時代の木製輪鐙(完形品)1点、右京第454次では、後期旧石器

の石核と尖頭器が各 l点ずつ出土した。

(辻本和美)
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長岡京連絡協議会では、現地調査の報告と合わせて、調査担当者がより長岡京への理解を深めるた

め資料報告を行っている。以下、昨年度の資料報告について発表者と題目を掲げておく 。

月日 所属 発表者 発表内容

4127 長岡泉市埋文 木村泰彦 古代の絞具について

5126 京都府埋文 竹井治維 掘立柱建物の基礎構造について

6123 大山崎町教委 古閑正浩 便所(トイレ)考古学の諸問題

7128 向日市埋文 松山奇俊郎 二条大路の周辺

8125 長岡京市埋文 中島皆夫 長岡京跡左京第295次調査出土の銅製錘(分銅)について

9122 京都府埋文 中川和哉 長岡尽域における歴史地理学的研究の問題点(予察)

10127 京都市埋文研 吉崎伸 長岡京期の小溝群について

11124 向日市埋文 園下多美樹 都城における土器供給体制の一側面

12 22 長岡JI¥市捜文 原秀樹 長岡尽廃都直後の土地利用

1126 京都府埋文 鍋田勇 乙訓地域出土の韓式系土器 -甑について

2123 向日市資料館 玉城玲子 鶏冠井興隆寺について

3123 向日市埋文 山中 章 初期平安尽の造営と構造
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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター組織及び職員一覧

(平成6年6月1日現在)

理事長 事務局長 城戸秀夫

福山敏男 次 長 佐伯拓郎

(京都大学名誉教授) 総務課 課 長 佐伯拓郎(兼)

副理事長 課長補佐 安田正人

樋口隆康 総務係長 安田正人(兼)

G京都府文化財保護審議会会長・京都大学名誉教授) 主 事 藤原寛志 杉 江 昌 乃

常務理事 今村正寿 鍋田幸世

城戸秀夫 松尾幸枝

理事 調 査 員 橋本清一

中淳 圭二 調 査 課 長 高橋美久二

(京者附文化財保護審議会委員・京都大浮名誉教授) 第 1 課 課長補佐 小山雅人

川上 貢 企画係長 水谷議克

(京都府文化財保護審議会会長職制t理・ 主任調査員 村田照久

京都大学名誉教授) 嘱 託 田中敦義

上回正昭 資料係長 小山雅人(兼)

(京事附文化財保護審議会委員・京都大学名誉教授) 主任調査員 松井忠春 土橋 誠

藤井 十且 ん

調 査 員 田中 彰

(京都府立大学文学部教授) 調 査 課 長 安 藤 信 策

足利健亮 第 2課 課長補佐 平良泰久

(京都大学大学院人間環境学研究科長) 調査第 l係長 伊野近富

佐原 E主 主任調査員 増田孝彦

(国立歴史民俗博物館副館長) 調 査 員 岡崎研一 田代 弘

都出比日志 柴 暁彦 石崎善久

(大阪大学文学部教授) 河 野 一 隆 筒井崇史

藤田伶浩 調査第2係長 奥村清一郎

(西芳寺貫主) 主任調査員 引 原 茂 治

高橋正典 調 査 員 黒坪 一樹 小池 寛

(京都府総合府民部次長兼文化芸術室長) 尾崎 昌之 野島 刀t

武田 選 大 岩 洋一 野々口陽子

(京都府教育庁指導部長) 調査第 3係長 辻 本 和 美

堤 圭三郎 主任調査員 石井清司

窃諸防隊情庁指導部轄・文化財保護課長事務取捌 調 査 員 森正哲次 竹原 一彦

監 事 伊賀高弘 森 島 康 雄

吉田三枝子 有井広幸 岸阿賀英

(京都府出納局長) 調査第 4係長 平良泰久(兼)

加藤裕之 主任調査員 戸原和人

(京都府監査委員事務局長) 調 査 員 竹 井 治 雄 石尾政信

岩松 保 中川和哉
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センターの動向

センターの動向 (6.2.1-4.30) 

1 .できごと 17 七百石遺跡(綾部市)現地説明会

2. 1 長岡京跡第400次(長岡京市、乙 18 長岡京跡左京第317次(名神京都工

司11土木)関係者説明会 区E-3地区)発掘調査終了O.24 ~) 

3 ~4 全国埋蔵文化財法人連絡協 20 センター職員採用試験

議会役員会(於:滋賀県)城戸局長、 21 全国埋蔵文化財法人連絡協議会

今村主事出席 近畿ブロック・コンピュータ委員

3 伏見城跡発掘調査終了00.4 ~) 会(於:大阪市文化財協会)土橋主

4 長岡京跡左京第303次(京都市・ 任調査員、今村主事出席

名神PA工区B-1 a地区)発掘 23 長岡京連絡協議会

調査終了(5.6 ~) 24 黒部製鉄遺跡関係者説明会

9 城戸局長、市坂瓦窯跡(木津町) ニゴレ遺跡(弥栄町)現地説明会

現地視察 25 城戸局長、ニゴレ遺跡現地視察

黒部製鉄遺跡(弥栄町)発掘調査 ニゴレ遺跡発掘調査終了(4.20 ~) 

終了(ll.24 ~) 七百石遺跡発掘調査終了(8.2 ~) 

奈具岡遺跡(弥栄町)発掘調査終 大島東遺跡発掘調査終了(lO.18~) 

了02.1~) 長岡京跡左京第317次(京都市・

10 上野古墳群(丹後町)発掘調査終 名神京都工区E-l、E-2地区)

了(7.20 ~) 発掘調査終了 00.25及び12.10~) 

大島東遺跡(綾部市)関係者説明会 長岡京跡左京第303次(京都市・

長岡京跡左京第286・317次(京都 名神PA工区B-lb地区)発掘調

市・名神京都工区C-2・E-1 査終了 ( 1l .22 ~)

地区)関係者説明会 長岡京跡左京第315次(京都市・名

内里八丁遺跡(八幡市)発掘調査 神PA工区B-2a地区)発掘調査

終了(5.20 ~) 終了(9.6 ~) 

14 全国埋蔵文化財法人連絡協議会 26 第70回埋蔵文化財セミナ一 (研修

近畿ブロ ック主担者会議(於:元興 会)開催(別掲)

寺文化財研究所)中谷次長、 伊野 27 「スライドでみるおと くにの発

係長出席 掘J(於:長岡京市)講師参加(竹

15 左坂古墳群B.G支群(大宮町) 井調査員)

発掘調査終了(5.27 ~) 3. 1 長岡京跡左京第304次(京都市・名
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神京都工区A-2地区)関係者説明会

4 長岡京跡右京第428次(大山崎町

-名神大山崎工区C-5b地区)関係

者説明会、発掘調査終了(12.6 ~) 

長岡京跡左京第304次(京都市・

名神京都工区A-2地区)発掘調査

終了(11.4 ~) 

瓦谷遺跡(木津町)発掘調査終了

(8. 5~ ) 

市坂瓦窯跡発掘調査終了 (1 1.1O~) 

上人ヶ平埴輪窯跡(木津町)発掘

調査終了(9.2 ~) 

燈龍寺遺跡(木津町)発掘調査終

了(12.2~ ) 

16 職員研修一科学分析と考古学一

講師、天理大学附属天理参考館金

原正明学芸員

17~ 19 作業主任者技能講習一地山支

保工一(於:京都市)野島調査員出席

23 長岡京連絡協議会

26 第39回役員会・理事会(於:ルピ

ノ京都堀川)福山敏男理事長、 樋

口隆康副理事長、城戸秀夫常務理

長岡京跡左京第332次(向日市・名

神向日工区)発掘調査開始

梅谷瓦窯跡(木津町)発掘調査開始

市坂瓦窯跡(木津町)発掘調査開始

18 黒部製鉄遺跡(弥栄町)発掘調査開始

ニゴレ遺跡(弥栄町)発掘調査開始

山尾古墳(綾部市)発掘調査開始

西飼神社遺跡(舞鶴市)発掘調査開始

弓田遺跡(木津町)発掘調査開始

燈龍寺遺跡(木津町)発掘調査開始

20 洞中古墳(舞鶴市)発掘調査開始

25 北谷古墳群(久美浜町)発掘調査開始

27 全国埋蔵文化財法人連絡協議会近

畿地区OA委員会(於:和泉大津市)

土橋主任調査員出席

28 長岡京連絡協議会

2.普友啓発事業

2.26 第70回埋蔵文化財セミナー|研修

会|開催(於:宮津市・府立丹後郷土資

料館)一丹後の古墳一石崎善久「大宮

町左坂古墳群の調査についてj、河野

一隆「丹後町上野古墳群の調査につ

いて」、佐藤晃一「丹後の古墳時代に

事、中津主二、川上貢、上田正昭、 | ついて」

藤井学、武田退、堤主三郎の 3.人事異動

各理事及び加藤裕之監事出席 I 3.31 三好博喜調査員退職(綾部市教育

31 退職職員辞令交付(別掲 委員会へ)

4. 1 新規採用職員辞令交付(別掲 八木政明調査員退職(久御山中学

人事異動(別掲 校へ)

11 長岡京跡左京第329次(京都市・名 I4. 1 大岩洋一調査員採用(京都府教育

神PA工区A-2地区)発掘調査開始

長岡京跡左京第330次(京都市・名

神PA工区A-3地区)発掘調査開始

庁から派遣)

野々口陽子調査員新規採用

(安藤信策)
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受贈図書 一 覧

受贈図書一覧 (6.2.1~4.30 ) 

(財)北海道埋蔵文化財センター| 調査年報5 平成4年度

苫小牧市埋蔵文化財調査セン | 苫小牧市美沢東遺跡群発掘調査概要報告書~道道静川美沢線道

ター | 路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査~、苫小牧市柏原 5遺跡発

掘調査(第3次)概要報告書 ~一般国道235号日高自動車道苫東道

路第 3工区改良工事に伴う発掘調査~、苫小牧市ニナルカ遺跡発

掘調査概要報告書 ~一般国道235号日高自動車道苫東道路第 3工

区改良工事に伴う発掘調査~

福島県文化財調査報告書第290集東北横断自動車道遺跡調査報告19、

同第292集東北横断自動車道遺跡調査報告21、同第293集東北横断

自動車道遺跡調査報告22作田B遺跡椛内遺跡、同第294集東北横

断自動車道遺跡調査報告23、同第295集東北横断自動車道遺跡調査

(財)福島県文化センター

報告24本飯豊遺跡、同第297集原町火力発電所関連遺跡調査報告N

(財)福島市振興公社文化財調 | 福島市埋蔵文化財報告書第38集台畑遺跡確認調査第 1・2次発

査室 | 掘調査報告、同第47集国道114号線国道改良工事関連埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告岩崎町遺跡、同第48集平成3年度遺跡詳細分布

調査報告書、同第49集摺上川ダム埋蔵文化財発掘調査報告 l赤沢

口遺跡・清水遺跡、同第50集摺上川ダム埋蔵文化財調査概要 I、

同第51集飯坂南部土地区画整理事業関連遺跡調査報告E 月崎A遺

跡(第5次調査)、同第52集敷ヶ森遺跡一縄文時代集落跡の調査一、

同第53集 一般国道13号福島西道路関連遺跡発掘調査報告鎧塚遺

跡、同第54集摺上川ダム埋蔵文化財発掘調査報告 2 前原遺跡・中

島城館・吹込遺跡・下ノ平A遺跡、同第55集摺上川ダム埋蔵文化

財調査概要E、同第56集五郎兵衛館跡、同第57集舘ノ山地区上水

道配水池築造関係埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告 大鳥城跡

(財)鹿島町文化スポーツ振興 | 鹿島中世回廊一古文書にたどる頼朝から家康への時代一

事業団 | 

(財)群馬県埋蔵文化財調査事 I (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団年報12

業団

市原市文化財センター研究紀要E、(財)市原市文化財センター調

査報告書第46集一千葉県市原市一草刈尾梨遺跡、同第49集 市 原

市椎津茶ノ木遺跡、第8岡市原市文化財センター遺跡発表会要旨

神奈川県立埋蔵文化財センター| 神奈川県立埋蔵文化財センタ一年報12、神奈川県立埋蔵文化財セ

(財)市原市文化財センター

ンター調査報告27池子遺跡群 I、同28平台貝塚

(財)山梨文化財研究所 | 宮ノ前遺跡 ー韮崎市立韮崎北東小学校建設に伴う発掘調査報告書

(財)長野県埋蔵文化財センターI(財)長野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書15 中央自動車道長

| 野線埋蔵文化財発掘調査報告書12一東筑摩郡坂北村-麻績村内ー

(財)石川県埋蔵文化財保存協会| 小松市林遺跡 一般国道 8号小松バイパス改築工事に係る発掘調査

報告書

勺
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三重県埋蔵文化財センター

(財)滋賀県文化財保護協会

三重県埋蔵文化財調査報告87-16近畿自動車道(久居~勢和)埋蔵

文化財発掘調査報告ー第3分冊 10一、 三重県の中世墓

一般国道161号線(高島バイパス)建設に伴う新旭町内遺跡発掘調査

報告書 I 正伝寺南遺跡、同V 針江川北(II )遺跡 ・吉武城遺跡、

一般国道161号線(湖北バイパス)工事関連今津町内埋蔵文化財調査

報告書妙見山遺跡(妙見山古墳群)、ほ場整備関係遺跡発掘調査報

告書XX-2 観音寺城下町遺跡 ー蒲生郡安土町石寺所在 、欲

賀西遺跡発掘調査報告書一滋賀県住宅供給公社宅地造成事業に伴

つ一

(財)大阪文化財センター | 第29回大阪府下埋蔵文化財研究会資料

(財)八尾市文化財調査研究会 I (財)八尾市文化財調査研究会報告37 1東弓削遺跡<第4次調査>

II.m久宝寺遺跡<第 1・6次調査> N-VI萱振遺跡<第 4・

5・8次調査>、同38高安古墳群芝塚古墳、同39八尾市埋蔵文

化財発掘調査報告

奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財ニュース771989年度刊行埋蔵文化財発掘調査報告書に

関する情報調査、文部省科学研究費補助金重点領域研究 『遺跡探

査j 第2回研究成果検討会議論文集

(財)桜井市文化財協会 | 平成5年度春季特別展「埋文センター 5年のあゆみ」

(財)広島県埋蔵文化財調査セ |広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第109集寺家城遺跡 ・

ンター | 近信遺跡、同第115集山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告(IX)、研究輯録皿、ひろしまの遺跡一合冊(第 1-50号)ー

(財)広島市歴史科学教育事業 I (財)広島市歴史科学教育事業団調査報告書第8集広島市佐伯区五

団 | 日市町所在有井城跡発掘調査報告、同第 9集広島市中区西白島町

所在広島城外堀跡、西白島交差点地点、同第10集広島市佐伯区五日

市町所在今市城跡発掘調査報告、第16回文化財展 「大陸の風とと

もに~銅鐸交響曲-J、平成 5年度第 l回考古学教室感想文集

問島県埋蔵文化財センター[徳島県埋蔵文化財センター調査報告書第 2集四国縦貫自動車道

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 2、徳島県埋蔵文化財セン

ター研究紀要真朱第 2号

(財)香川県埋蔵文化財調査セ | 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第十二冊郡

ンター | 家一里屋遺跡、同第十三冊郡家原遺跡、高松東道路建設に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告第二冊林-坊城遺跡

閣)松山市生涯学習振興財団 | 松山市文化財調査報告書第37集道後城北遺跡群E

埋蔵文化財センター

仙台市教育委員会

栃木県教育委員会

仙台市文化財パンフレット第33集よみがえる氷河期の宮沢、仙台

市文化財調査報告書第160集 富沢遺跡 第30次調査報告書 II(1日

石器時代編)ー

栃木県埋蔵文化財調査報告第129集栃木県埋蔵文化財保護行政年

報[平成3年度]、同第130集下野国分寺跡 1X 平成3年度発掘調

査概報、同第131集広表窯跡付欠ノ下遺跡国庫補助中小河川改

修事業利根川水系一級河川田川横山工区事業に伴う発掘調査、同

64-



受贈図書 一 覧

山武町教育委員会

日野市教育委員会

第132集 砂 田A遺跡 一般県道字都宮環状線に伴う埋蔵文化財発掘

調査、同第133集向田西遺跡主要地方道路宇都宮・向回線改良工

事に伴う発掘調査、同第135集金山遺跡 I 一般国道4号(新4号

国道)改築に伴う埋蔵文化財発掘調査、同第136集大境遺跡 一般

国道4号(新4号国道)改築に伴う埋蔵文化財発掘調査、栃木県文

化振興事業団埋蔵文化財センタ一年報第3号

若葉台遺跡一若葉台遺跡発掘調査報告書E

鳩山町埋蔵文化財調査報告第16集埋蔵文化財の調査(2 ) 

埋蔵文化財調査(市内遺跡)報告書一平成5年度一

平成 5年度市原市内遺跡発掘調査報告

平成 5年度東金市内遺跡発掘調査報告書

千葉県富津市内遺跡発掘調査報告書飯野陣屋三の丸跡・内裏塚

南方遺跡・横峰遺跡

千葉県木更津市議西遺跡群発掘調査報告V 一山伏作遺跡一、千

葉県木更津市大畑台遺跡群遺跡発掘事前総合調査報告書銭賦遺

跡小谷遺跡、千葉県木更津市東谷遺跡群確認調査報告書、千葉

県木更津市内遺跡発掘調査報告書伊豆山台遺跡

平成 5年度山武町内遺跡発掘調査報告書

日野市埋蔵文化財発掘調査報告14京王百草厨の発掘調査=幻の

真慈悲寺を採る=、同15 日野ssピル建築工事に伴う埋蔵文化財

発掘調査概報(南広間地遺跡、第10次調査)、同16 (仮称)浅川公会堂

建設予定地埋蔵文化財発掘調査報告書

佐久市埋蔵文化財調査報告書第3集石附窯祉群皿長野県佐久市

根岸石附窯壮群第 3次発掘調査報告書、同第 4集大ふけ遺跡発掘

調査報告書、向第 5集立科F遺跡ナイフ形石器文化成立期の集

落研究、同第6集上曽根遺跡発掘調査報告書、同第 7集 三貫畑、

同第 9集国道141号線関係遺跡、同第10集聖原遺跡E 長野県佐

久市長土日重原遺跡E発掘調査報告書、同第11集赤座垣外遺跡発

掘調査報告書、同第12集周防畑遺跡群若宮遺跡E発掘調査報告

書、同第15集 蛇 塚B遺跡群野馬久保遺跡長野県佐久市新子回蛇

塚B遺跡群野馬久保遺跡発掘調査報告書、同第16集石並城跡、同

第17集市内遺跡発掘調査報告書1991( 1 月 ~ 3 月 ) 、同第18集西

曽根遺跡長野県佐久市岩村田西曽根遺跡発掘調査報告書、同第19

集上芝宮遺跡長野県佐久市長土日上芝宮遺跡発掘調査報告書、

同第20集長土呂遺跡群下聖端遺跡皿長野県佐久市長土邑下重端

遺跡E発掘調査報告書、同第21集金井城跡血長野県佐久市小田

井金井城跡第3次発掘調査報告書、同第22集市内遺跡発掘調査報

告書1991、同第23集芝宮遺跡群・南上中原 ・南下中原遺跡長野

県佐久市長土呂南上中原・南下中原遺跡発掘調査報告書、同第25

集枇杷坂遺跡群上久保田向N発掘調査報告書

史跡安田城跡環境整備事業報告書(史跡等活用特別事業「ふるさ

と歴史の広場J)、富山県婦中町友坂遺跡発掘調査報告H

坂戸市教育委員会

鳩山町教育委員会

千葉市教育委員会

市原市教育委員会

東金市教育委員会

富津市教育委員会

木更津市教育委員会

佐久市教育委員会

婦中町教育委員会
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大山町教育委員会 富山県大山町一ノ瀬遺跡発掘調査報告ーコールフ場建設に伴う発

掘調査一

銭畑遺跡E レストラン建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

山王丸山遺跡

西野々遺跡発掘調査報告書、寺田遺跡第 3次発掘調査概要報告書

塚穴古墳群発掘調査報告書

大垣市埋蔵文化財調査報告書第 3集長塚遺跡一範囲確認調査報

告書一、大垣市埋蔵文化財調査概要平成 3年度、岐阜県大垣市

遺跡詳細分布調査概要報告書(II )平成2年度

遠江久野城~その歴史と構造~、平成4年度補助金関係発掘調査

報告書一酉楽寺・長者平遺跡・不入斗 I遺跡一、大畑遺跡刊一平

成4年度緊急発掘調査報告書一、袋井市考古資料集第 l集 袋井の

前方後円墳一袋井の首長墓を考える 、川田・藤蔵測遺跡、土橋

遺跡VI 一平成4年度緊急発掘調査報告書一、鶴松遺跡VI(主)浜北

袋井線特定交通安全施設 l種工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

野洲町文化財資料集 1993-1平成4年度野洲町内遺跡発掘調査概

要、滋賀県野洲郡野洲町宮山一号墳調査報告書、野洲川左岸遺跡

発掘調査報告-4、野洲町埋蔵文化財調査集報-2

倍賀遺跡発掘調査概要報告書一平成4年度発掘調査概報一

枚方市文化財調査報告第27集枚方市埋蔵文化財発掘調査概要1992

大阪狭山市文化財報告書12 大阪狭山市内遺跡群発掘調査概要報

告書4

八鹿町教育委員会 | 八鹿町ふるさとシリーズ第 6集史跡八木城跡

中町教育委員会 | 中町文化財報告6鍛冶屋 -下川遺跡、同 7 円満寺遺跡

和歌山県庁知事室文化振興課 |和歌山県史原始・古代

小松市教育委員会

富来町教育委員会

岐阜市教育委員会

美濃市教育委員会

大垣市教育委員会

袋井市教育委員会

野洲町教育委員会

茨木市教育委員会

枚方市教育委員会

大阪狭山市教育委員会

和歌山市教育委員会

総社市教育委員会

広島県教育委員会

宗像市教育委員会

遠賀町教育委員会

木ノ本E遺跡第3次発掘調査報告書、車駕之古社古墳発掘調査概報

総社市埋蔵文化財調査年報3(平成4年度)

広島県埋蔵文化財保護行政資料4 r広島県の埋蔵文化財」 平成

3年度事業の概要一、冠遺跡群II -1992年度の調査一

庄原市文化財調査報告書2 農村基盤総合整備パイロット事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告堂迫尻遺跡 ・守屋谷遺跡、庄原市文化

財調査報告書 1則j青1・2号遺跡

中世の海人と東アジア 宗像シンポジウム 2

遠賀町文化財調査報告書第3集鬼津・菜畑遺跡 I福岡県遠賀郡

遠賀町所在遺跡の調査、同第 4集尾崎・天神遺跡 E、同第 5集

遺跡詳細分布調査報告書、同第6集島津・塚の元古墳群

水巻町遺跡等詳細分布調査報告書水巻町文化財調査報告書第2集

伊万里市文化財調査報告書第27集瓶屋窯跡・瓶屋遺跡・餅田窯

跡、同第31集川内野遺跡平山遺跡

一般国道10号線宇佐道路埋蔵文化財発掘調査報告書(1)、中津バ

イパス埋蔵文化財発掘調査報告書(3)、大分県内遺跡発掘調査概

要 l、一般国道210号日田バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調

庄原市教育委員会

水巻町教育委員会

伊万里市教育委員会

大分県教育委員会
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都城市教育委員会

佐土原町教育委員会

川南町教育委員会

鹿児島市教育委員会

東北歴史資料館

浦和市立郷土博物館

国立歴史民俗博物館

受贈図書一覧

査概要皿 手崎遺跡 大部遺跡、同W 上野第 l遺跡(東原・野間・

平原地区)、成田尾遺跡 -今村遺跡・馬場尾遺跡大分空港道路建

設に伴う発掘調査報告書E、上ノ原横穴墓群 I 一般国道10号線バ

イパス発掘調査報告書(II )、上ノ原横穴墓群H 一般国道10号線バ

イパス発掘調査報告書(II )、上ノ原横穴墓群写真図版編

都城市文化財調査報告書第26集上大五郎遺跡・前畑遺跡、同第27

集上ノ圏第 2遺跡

佐土原町文化財調査報告書第8集隠山遺跡概要報告書

平成 4年度諸開発に伴う 町内遺跡発掘調査報告書

鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書(18) 川上城跡

東北歴史資料館研究紀要第16・17巻、同第18巻、高森遺跡E

浦和市立郷土博物館研究調査報告書第21集

国立歴史民俗博物館研究年報 1(1991・1992年度)、土偶シンポジ

ウム 2秋田大会東北・北海道の土偶l(土偶の出現から遮光器土

偶の成立期まで)、土偶シンポジウム 2秋田大会東北・北海道の

土偶 l シンポジウム発表要旨、国立歴史民俗博物館研究報告第

55集、国立歴史民俗博物館博物館資料調査報告書5 日本出土の貿

易陶磁東日本編

千葉県立房総風土記の丘 | 千葉県立房総風土記の丘年報16

千葉県立加曽利貝塚博物館 | 貝塚博物館紀要第21号7

芝山町立芝山古墳・はにわ博 | 平成 5年度芝山町内遺跡発掘調査報告書

物館 | 

出光美術館 | 出光美術館館報第85号

大田区立郷土博物館 | 特別展「武蔵国造の乱j図録

富山市考古資料館 | 富山市考古資料館紀要第13号

氷見市立博物館 | 特別展近世の氷見町と庶民のくらし

三方町立郷土資料館 | 特別展三方集落の歴史展

土岐市美濃陶磁歴史館 | 特別展「続・桃山の華大坂出土の桃山陶磁」

静岡市立登呂博物館 | 開館20周年記念特別展登呂の時代 むらぴとたちのくらしぶり一、

浜松市博物館

名古屋市博物館

名古屋市見晴台考古資料館

静岡市立登呂博物館20年のあゆみ -21世紀への展開をめざして一

神ケ I. II遺跡、

特別展発掘された東海の古代一律令制下の国々ー

見晴台'93 見晴台遺跡第32次発掘調査市民参加の記録一、特別

展名古屋の縄文時代解説書、特別展名古屋の縄文時代資料集、

見晴台遺跡発掘調査報告書 ー遺構編一、見晴台遺跡第31次発掘調

査の記録、名古屋市見晴台考古資料館年報101992年度事業報告

昔、旧紫川遺跡第 6次発掘調査報告管

常滑市民俗資料館 | 常滑市民俗資料館報研究紀要VI

滋賀県立安土城考古学博物館 | 春季特別展弥生の祈り人~よみがえる農耕祭杷~

大阪府立弥生文化博物館 | シンポジウム資料集3 弥生から古墳へ 日本の古代はこうして

始まった
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岸和田市立郷土資料館

播磨町郷土資料館

丹波篠山藩窯王地山焼展

1993播磨町郷土資料館館報平成 5年度 Vol.5 

佐賀県立博物館佐賀県立美術 |佐賀県立博物館佐賀県立美術館年報第23号

館 |

熊本市立熊本博物館 ! 熊本市自然・文化資料集成v[完結編]

東北学院大学学術研究室 |東北学院大学論集ー歴史学・地理学 第26号

山形史学会 ! 山形大学史学論集第14号

立正大学熊谷校地遺跡調査室 | 遺跡調査室年報V、同VI

法政大学文学部考古学研究室 | 高津尾遺跡17区発掘調査報告書福岡県北九州市小倉南区所在遺跡

l の調査

立教大学学芸員課程研究室 I Mouse i on 39 

東京大学構内雨水調整池遺跡 | 本郷追分東京大学農学部構内および隣接区道における下水道工事

調査会 | に伴う発掘調査報告書

日本大学史学会 | 史 叢 第51号

祭杷考古学会 | 情報祭杷考古学創刊号

東海大学史学会 | 東海史事第28号

愛知学院大学文学会 | 愛知学院大学論叢文学部第23号

大阪大学文学部 |待兼山論叢第27号

大手前女子大学 | 大手前女子大学論集第27号

奈良大学図書館 | 奈良大学紀要第22号

山武考古学研究所 | 山武考古学研究所年報 No.11

(株)名著出版 |歴史手帖第22巻3号-5号

宮内庁書陵部 !書陵部紀要第45号

国立国会図書館 | 日本全図書誌 1994-14No.1960 JP94-18482-19931 

(財)韓国文化研究振興財団 | 青丘学術論集第4集

雄山閣出版(株季刊考古学第47号

(株)講談社 | 日本の美術全集第 l巻原始の造形縄文・弥生-古墳時代の美術

久保田遺跡調査会 | 西原遺跡東京都板橋区西原遺跡発掘調査報告書

玉川文化財研究所 | 神奈川県高座郡寒川町岡田遺跡範囲確認調査報告書、東京都六問

台遺跡発掘調査報告書 I、神奈川県藤沢市渡内遺跡発掘調査報告書

鎌倉考古学研究所 |鎌倉市平成 4年度鎌倉市内復旧治山事業(公共)にf半う発掘調査報

(財)古代筆協曾

古代を考える舎

姫路市立城郭研究室

朝鮮学会

告書鎌倉城遺跡、鎌倉市平成4年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策

事業に伴う発掘調査報告書佐助ヶ谷遺跡内やぐら、史跡若宮大路

遺跡発掘調査報告書・班、神奈川県・鎌倉市玉縄城跡発掘調査報

告書一植木字相模陣374番他地点

古代文化第46巻第 2号-4号

古代を考える55古代家族・集落・村落の検討

姫路市立城郭研究室年報 Vol.3 1993、日女道かがみ昭和の大修

理30周年記念誌

朝鮮学報第150輯
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宮内庁正倉院事務所

奈良県立橿原考古学研究所

帝塚山考古学研究所

津山弥生の里文化センター

博物館等建設推進九州会議

(財)向日市埋蔵文化財センタ

宇治市教育委員会

大山崎町教育委員会

岩滝町教育委員会

京都府立山城郷土資料館

宇治市歴史資料館

花園大学考古学研究室

京都工芸繊維大学

図書出版文理閤

(財)泉屋博古館

口丹波史談会

精華町の自然と歴史を学ぶ会

伊野近富

小高幸男

丹羽茂 ・柳津和明

引原茂治

松井忠春

森浩一 ・中村i閏子

受贈図書一覧

正倉院年報第16号

橿原考古学研究所年報平成 3年度、極原考古学研究所紀要考古

挙論孜第17冊、鴨神遺跡 奈良県文化財調査報告書第66集、松林

苑跡H 奈良県史跡、名勝天然記念物調査報告第64冊、 三陵墓東古墳

一範囲確認調査概報一、奈良県第三浄化センター箸尾遺跡を掘る、

奈良県遺跡調査概報1988年度、同1989年度(第2分冊)、生駒郡 三

郷町所在遺跡発掘調査報告

考古学における計量分析 計量考古学への道(m)、古代の水田を

考える、第7回考古学におけるパーソナルコンピュータ利用の現状

津山市埋蔵文化財発掘調査報告第49集 別所谷遺跡ー津山中核工

業団地埋蔵文化財発掘調査報告6一、同第50集美作国府跡、同第

51集津山市大関古墳群 ・大開遺跡、 同第52集井口車塚古墳、同

第53集緑山北遺跡、年報津山弥生の里第 l 号(平成 2~4 年度)

文明のクロスロード MuseumKyushu通巻45号

向日市埋蔵文化財調査報告書第35集長岡京木簡二 解説、同第37

集、(財)向日市埋蔵文化財センタ一年報都城5

平等院庭園発掘調査概要報告E、宇治市埋蔵文化財発掘調査概報

第22集平等院|日境内遺跡発掘調査概報、平安建都1200年記念第

9回宇治市発掘調査報告会世界と日本の考古学

大山崎町の発掘大山崎町埋蔵文化財調査報告書第11集

京都府岩滝町文化財調査報告書第12集解谷古墳群

山城郷土資料館報第11号(1993)

平成 4年度宇治市歴史資料館年報、宇治文庫 5 宇治橋 歴史と

地理のかけはし

花園大学構内調査報告N

京都工芸繊維大学構内遺跡発掘調査報告書京都大学西部構内遺跡

まちと暮らしの京都史

泉屋博古館紀要第十巻、貨幣

口丹波史談平成 5 特集号

波布理曽能第11号

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館編貿易陶磁一奈良・平安の

中国陶磁ー(平成 5年 6月30日)抜刷

多知波奈考古創刊号

第20回古代城柵官街遺跡、検討会資料

梨花女子大撃校博物館園録(21)朝鮮白磁窯祉後掘調査報告展

季刊明日香風第49号

馬の文化叢書第 l巻「古代埋もれた馬文化」
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編集後記

6月になり、じめじめと蒸し暑い日が続きますが、 ょうやく情報

52号が完成しましたのでお届けします。

本号は、年度当初の号ということで、前年度の調査成果のまとめ

と、今年度の当調査研究センターの調査予定及び普及啓発事業の予

定を掲載しました。また、研究面では、職員の調査 ・研究の成果だ

けでなく、方格規矩鏡に関する投稿原稿もありましたので、研究ノ

ートとして掲載いたしました。よろしく御味読ください。

(編集担当=土橋誠)
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